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所報（2019 年度）の刊行にあたり 

 

 2019 年度の本センターは、所員・研究員数が 38 名の新体制で活動を行ってきまし

た。本所報ではその活動と成果を報告させていただきます。 

はじめに、紙面を少しお借りして本センターのこれまでの経緯を簡単にご紹介しま

す。2014 年度に文部科学省平成 26 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択さ

れ、研究者 8 名の体制で「高分子超薄膜から創成する次世代医用技術（5 年間）」と題

した医理工連携研究をスタートさせました。その実施場所として整備されたのが湘南校

舎 12 号館 1 階「マイクロ・ナノ研究開発センター」です。2016 年度には、付置研究所

として所長 稲津敏行教授のご指導の下、8 名の教員とのべ 10 人以上のポストドクタ

ー、臨時職員そして学生らと共に、私大戦略事業の申請書で掲げた研究はもちろんのこ

と、研究者間の橋渡し、若手研究者育成、産学連携、グローバル化と広報活動、教職協

働による大学発展への貢献を目指してきました。2016 年 8 月には株式会社ニコン・株式

会社ニコンインステック様と産学連携共同利用施設「東海大学イメージング研究センタ

ー」を開設し、学内外の皆様にイメージング機器をご利用いただく体制を整えました。

2018 年 11 月には、本センターの研究成果を社会還元するために「株式会社チューン」

を大学発ベンチャー企業として設立しました。この 5 年間の発表論文や外部資金獲得状

況などの成果詳細は、文科省に提出した報告書で公開されております。このように私大

戦略事業を推進できたのは、学内外の皆様のご理解とご協力の賜物です。この場を借り

て厚く御礼申し上げます。 

 

 2019 年度からは稲津所長から私へバトンが渡されるとともに、東海大学マイクロ・ナ

ノ研究開発センターは冒頭で述べたように 38 名の体制で新たなスタートを切りました。

これまでの研究を継続し発展させるとともに、新体制では文理融合を体現しつつ東海大

学ならではの独創的な学内共同研究テーマを涵養することを目指しています。そのため

に 5 チーム（①マテリアル研究チーム、②エンジニアリング研究チーム、③メディカル

研究チーム、④ヘルスケア研究チーム、⑤文理融合研究チーム）を編成し、チーム内で

の異分野融合を図りつつ、さらにチーム間の連携で独創的な共同研究を推進します。こ

のようにしてイノベーション創出に向けた最先端の研究開発、学術的な基礎研究の推進

に加え、文系理系を包括する幅広い分野横断型共同研究を推進できる体制になっていま

す。ここで得られた成果を社会還元するとともに実践的な教育により学生諸君へいろい

ろな意味での還元を目指します。本所報はその 1 年目の活動報告となります。課題はま

だまだたくさんありますし、だからこそ挑戦していかねばならないという状況をメンバ

ーで共有し続けたいと考えております。このような本センターの活動にご理解をいただ

き、今後ともご指導ご鞭撻を頂戴できれば幸いです。宜しくお願い申し上げます。 

 

   東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター  

所長 喜多 理王 
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チーム構成員 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

研究代表者 岡村陽介 工学部 応用化学科 准教授 

稲津敏行 工学部 応用化学科 教授  

蟹江治  工学部 生命化学科 教授  

樋口昌史 工学部 応用化学科 教授  

樺山一哉 大阪大学 理学研究科 准教授 

冨田恒之 理学部 化学科 准教授  

源馬龍太 工学部 材料科学科 講師 

張宏   工学部応用化学科 PD 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞

研究代表者 槌谷和義 工学部 精密工学科 教授 

落合成行 工学部 機械工学科 教授 

新屋敷直木 理学部 物理学科   教授 

高橋俊   工学部 動力機械工学科 准教授 

福田紘大 工学部 航空宇宙学科航空宇宙学専攻 准教授 

窪田紘明 工学部 精密工学科 講師 

砂見雄太 工学部 機械工学科 講師 

Ganesh Kumar Mani 学術振興会 PD （槌谷研） 

Zhang Sheng      東海大学   PD（砂見研） 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

研究代表者 木村啓志 工学部 機械工学科 准教授 

秦野伸二 医学部 医学科基礎医学系 教授  

青木琢也 医学部 医学科内科学系   准教授  

亀谷美恵 医学部 医学科基礎医学系 准教授 

三橋弘明 工学部 生命化学科 准教授 

大友麻子 医学部 医学科基礎医学系 助教  

福田篤   創造科学技術研究機構（医学部門）助教 

鶴間章典 工学部機械工学科 PD（木村研） 
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＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

研究代表者 中川草    医学部 医学科基礎医学系 講師 

笹川昇    工学部 生命化学科 教授 

池内眞弓  健康学部 健康マネジメント学科 准教授 

宮沢正樹  健康学部 健康マネジメント学科 講師 

安田佳代  健康学部 健康マネジメント学科 講師 

上田真保子 医学部 奨励研究員 PD 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

研究代表者 喜多理王  理学部 物理学科    教授 

秋山泰伸  工学部 応用化学科  教授 

遠藤誠二  政治経済学部 経営学科 教授 

葛巻徹    工学部 材料科学科 教授 

山花京子  文化社会学部アジア学科  准教授 

田口かおり 創造科学技術研究機構 講師 

粟野若枝  研究推進部 職員 
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2019 年度の目標と達成状況 

 

本センターの理念は、本学の建学の精神に則り、文理融合を体現した医理工連携を中

心とする学際的な基礎研究を推進するとともに、その成果を産業へ応用することです。

これを達成するために、医学、理学、工学、農学、海洋学、体育学、経営学等の分野を

超えた研究者の協力体制を確立し、産業界との連携を密にした総合的観点から国際的研

究を行います。このような研究活動や研究成果を、教育活動へ還元しつつ健康で持続可

能な社会の構築に貢献していきます。 

 

文部科学省 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「高分子超薄膜から創成する次世

代医用技術」（平成 26 年度～平成 31 年度）で整備した研究基盤を活用し発展させるた

め、これまで実施してきた研究テーマを継続しつつ、本年度は、さらなる分野を超えた

研究者による新たな共同研究テーマを積極的に立案するために前項に示したように 5 チ

ームを編成しました。 

 

研究交流会や講演会を随時開催すること、ホームページを充実させること、さらに論

文の被引用数の増加を目指した取り組みを開始しました。また東海大学イメージング研

究センターの運営を支援することも目標のひとつです。 

 

 

１．共同研究テーマの立案について 

 

継続研究課題として本年度に実施した共同研究テーマ（着手済みに〇）、新たに立案

した共同研究テーマ（チームに〇）、現在検討中の共同研究テーマ一覧を表 1 に示しま

す。 

 

表 1． 2019 年度 共同研究テーマと担当チーム 

  研究テーマ 

2019

年度 

着手

済み 

チーム 1 

マテリア

ル 

チーム２  

エンジニ

アリング 

チーム３  

メディカ

ル 

チーム４  

ヘルスケ

ア 

チーム５  

文理融合 

01 難治性肺気胸の治療法開発 ○ ○ ○ ○   ○ 

02 ポーラスナノシートの大量調製と機能評価 ○ ○ ○       

03 ガラス基板の細胞接着制御に関する研究 ○ ○   ○   ○ 

04 血栓クリーナー評価のための血管モデルの構築   ○   ○     

05 麻酔薬効果機序の解明に向けた研究 ○ ○   ○     
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06 
ライブセルイメージングを用いた抗体作用機序に関する

研究 
○ ○   ○     

07 血栓クリーナーとしてのディスク状粒子の創製と機能評価 ○ ○   ○     

08 Rab タンパク質の神経細胞内イメージング ○ ○   ○     

09 
超薄膜ラッピング技術を用いた遺伝子改変ゼブラフィッシ

ュのイメージング 
○ ○   ○     

10 ナノディスクに担持した複合型合成ワクチンの評価検討 ○ ○   ○     

11 
レンズレスデバイスを用いた微重力環境での神経様突起

伸展の可視化検討 
○ ○   ○     

12 混合物からの成分分離および感染症迅速特定について ○ ○     ○ ○ 

13 高分子超薄膜の基礎物性解析（懸濁液など） ○ ○       ○ 

14 糖類の分子レベルでの相互作用解析   ○       ○ 

15 
ポリマーブレンドの相分離を利用したディスクの調製と機

能評価 
○ ○       ○ 

16 高分子超薄膜を用いた絵画修復   ○       ○ 

17 精密重合されたブロック共重合体の物性解析と応用研究 ○ ○       ○ 

18 高分子超薄膜の電池材料への基礎検討 ○ ○       ○ 

19 
ポーラスナノシートを用いた相分離リポソームの 3D イメー

ジング 
○ ○         

20 水素吸蔵合金を利用したメタン合成法の確立   ○         

21 メソ～マクロポーラスシリカ粒子の合成とセンシング   ○         

22 アップコンバージョン蛍光体の合成と機能評価   ○         

23 尿路結石の発症・治療・未病に関する流体解析研究 ○   ○ ○     

24 マイクロ流体デバイス集積型センサの開発     ○ ○     

25 神経細胞膜電位測定センサーの開発 ○   ○ ○     

26 尿路結石の発症・治療・未病に関する流体解析研究 ○   ○ ○     

27 
管材のハイドロフォーミングにおける強制潤滑技術の研

究 
○   ○ ○     

28 感熱性高分子を用いたセンサ開発     ○     ○ 

29 ウェブの顔（表面形状）に関する研究 ○   ○     ○ 

30 流体潤滑・混合潤滑における摩擦メカニズム ○   ○     ○ 

31 アンデスの土器を科学する      ○     ○ 

32 ダイカストにおける湯流れ不良の改善に向けた研究     ○       

33 
バイオミメティクスを応用したトンボ型小型飛行体の設計・

開発 
    ○       

34 誘電率測定プローブの開発と応用     ○       

35 皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサ     ○       

36 流体シミュレーションによる非定常流れ現象の解明     ○       
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37 
エンジン内オイル気液混相流や微粒子を含む固気混相

流の予測 
    ○       

38 ダイカストにおける湯流れ不良の改善に向けた研究     ○       

39 流体潤滑・混合潤滑における摩擦メカニズム      ○       

40 ALS 疾患モデルによる発症メカニズムの解明 ○     ○ ○   

41 内在性レトロウイルスと筋疾患に関するゲノム解析 ○     ○ ○   

42 胎盤と内在性レトロウイルスに関するゲノム解析 ○     ○ ○   

43 遺伝性疾患モデルの大量塩基配列解析による病態解明  ○     ○ ○   

44 線虫を用いた分野横断研究       ○ ○   

45 培養細胞を用いた分野横断的がん研究       ○ ○   

46 流体デバイスを用いた福島汚染水処理 ○     ○   ○ 

47 外場（温度勾配）が発生分化に与える影響       ○   ○ 

48 
遺伝子改変ゼブラフィッシュを用いた遺伝性疾患のモデ

ル開発 
      ○     

49 核酸の熱泳動現象 ○       ○ ○ 

50 
機能栄養学的観点からの植物由来有用成分に関する研

究 
        ○ ○ 

51 X 線 CT を用いた美術品の分析と修復方法開発           ○ 

52 
Management & Marketing によるモノづくりと研究システム

構築 
          ○ 

53 
野菜や昆虫の非破壊構造解析と VR コンテンツ開発、教

育コンテンツ開発、発生分化の研究 
          ○ 
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２．ホームページの充実と論文の被引用数の増加に対する取り組み 

 

 本センターの研究内容や研究成果を広く発信するために、できるだけ速やかにホーム

ページを更新し、最新情報を提供するようにしました。 

学内外の研究者から、本センターの成果や公刊論文へのアクセスをしやすくするよう

に、研究者ページでは Researcher ID や Scopus ID などを明示しました。さらに本セン

ターの成果として特徴ある論文についてはオープンアクセス化を行いました。また研究

者インタビューとして各研究者のこれまでの研究や特色ある成果を発信する試みを開始

しました。このようにして公刊論文が多くの人に周知されることを期待しています。 
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３．東海大学イメージング研究センターの運営支援 

 

 2016 年 8 月に、本学と株式会社ニコン、株式会社ニコンインステックとの包括協定に

基づき「東海大学イメージング研究センター」が開設されました。学内外の皆様に設置し

たすべての機器を無料で活用いただいてきました。2019 年 8 月より、メンテナンス費用

や消耗品費などを受益者負担していただくことになり、1時間あたり数百円（機器毎に料

金は異なる）の利用料を頂戴しています（学外者、企業共同研究、企業様は別料金）。各

装置の利用件数の月次推移グラフを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みという事もあり 8月に急激に利用件数が減りましたが、その後は利用者数が増

加しており従来の利用件数に達しつつあるところです。運営には万全を期してまいりま

すで、皆様の研究にご活用ください。 

 

  

東海大学イメージング研究センター 

ホームページ 

https://www.ticar.u-tokai.ac.jp/ 

利用者登録や装置予約などはこちらから 

https://www.ticar.u-tokai.ac.jp/
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研究成果紹介 

ここでは表 1 に示した研究テーマの中から、共同研究の成果を抜粋し、10 テーマにつ

いて紹介します。 

 

 

 

 

 

浮遊細胞用ライブイメージングへの応用に向けた 
多孔質超薄膜の大量調製法の確立と剥離技術 

 

岡村 陽介 1, 張 宏 1, 砂見 雄太 2, 樺山 一哉 3 

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 
1 東海大学工学部応用化学科, 2 東海大学工学部機械工学科, 3 大阪大学大学院理学研究科 

 
 

【緒言】 

高分子を超薄膜(膜厚 100 nm 以下)に加

工すると、ナノ厚特有の高い接着性が発現

し、物理吸着のみで種々の界面に貼付可能

となる[1]。これまで、微細孔を付与した多

孔質超薄膜で浮遊細胞をラッピングする

ことで保定でき、刺激反応をライブで追跡

できるイメージングツールへの応用例を

報告してきた[2]。本研究では、ロール・ツ

ー・ロール法による多孔質超薄膜の大量調

製法を提案し、浮遊細胞用イメージングツ

ールとしての応用の可能性を探る。 

 

【実験方法】 

スピンコーター(1H-D3, MIKASA 社製)

を用いて、裏面に微粘着テープを貼付した

PET フィルム上に PLA 溶液(20 mg/mL)を

滴下し、スピンコート(4000 rpm, 20 s)した。

微粘着テープを除去後、得られた PET フィ

ルム上に円形にくり抜いた粘着テープ(30 

mmφ)を貼付・剥離した。また、PET フィル

ム上の超薄膜にドーム状ピラーモールド

(高さ: 0.89 μm, ピッチ: 6 μm)を卓上カレン

ダー装置(由利ロール機械社製)にてローラ

ーナノインプリント(0.05 MPa, 1.0 mpm)し、

剥離した超薄膜を AnodiskTM に回収し走査

型電子顕微鏡(FE-SEM, S-4800, Hitach 社製)

にて貫通孔の付与を確認した。 

リポソーム分散液を浮遊細胞モデルと

して、ガラス基板に 10 μL 滴下し、調製し

た多孔質超薄膜を用いてガラス基板ごと

ラッピングした。その後、ラッピングした

ガラス基板の上に接着剤を用いてディッ

シュを圧着させた。脂質二重膜を特異的に

染色する FM1-43 溶液(MW: 612, 10 μM)を

ディッシュ中に 190 μL 添加し、共焦点レ

ーザー顕微鏡(A1R+/ ECLIPSE Ti2, Nikon 社

製)にてリポソームの膜染色過程をライブ

イメージングした。 

 

【結果と考察】 

PLA を直接コーティングした PET フィ

ルムから微粘着テープを除去したところ、

表面形状に変化は無く無色透明であった。

得られた PET フィルムに粘着テープを貼

付･剥離したところ、テープに転写された
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状態で簡単に PLA 超薄膜(膜厚: 109 ± 7 nm)

を回収できた。また、PET フィルム上の超

薄膜にローラーナノインプリントしたと

ころ、加圧領域一様にピラーモールド由来

の構造色が発現した(Fig. 1a)。剥離した超

薄膜を AnodiskTM に回収し FE-SEM にて観

察したところ、ピラーパターンと同周期に

貫通孔が付与されていた(Fig. 1b)。 

 リポソーム(浮遊細胞モデル)を多孔質超

薄膜でラッピングし、その膜染色過程をラ

イブイメージングした。ラッピングしない

場合、FM1-43 溶液を滴下した瞬間にガラ

ス基板上のリポソームは拡散してしまい、

染色過程の撮像は困難であった。そこで多

孔質超薄膜でリポソームをラッピングし

たところ、FM1-43 溶液を添加しても視野

に留まり、膜染色過程をライブイメージン

グすることに成功した(Fig. 2)。以上より、

PET フィルム上で多孔質超薄膜を調製す

ることに成功し、イメージングに応用可能

であることを実証した。 

 

【謝辞】 

本研究の遂行に協力頂いた工学研究科応

用理化学専攻 鈴木智雅氏、鎗野目健二氏

に記して謝意を表する。本研究の一部は、

科研費事業、私大戦略事業、東海大学イメ

ージング研究センターの支援を受けて行

われた。 
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Fig. 1 (a) Macroscopic and (b) SEM images of PET 
film coated with PLA after nanoimprinting at 0.05 
MPa, 1.0 mpm. 

Fig. 2 Confocal laser microscopic images of liposomes 
wrapped with porous nanosheets. 
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撥水性多孔質超薄膜のラッピング技術とゼブラフィッシュイメージング 
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東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 
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【緒言】 

高分子を超薄膜(膜厚: 100 nm 以下)に加

工するとナノ厚特有の高接着性が発現し、

反応性官能基や接着剤を使用することなく

物理吸着のみで種々の界面に対して貼付で

きる[1]。この特性を利用し、撥水性超薄膜を

用いて生体組織をラッピングすると乾燥を

防ぎブレなく組織をイメージングできる[2]。

また、熱ナノインプリント法によって超薄

膜に貫通孔を付与する技術も確立している
[3]。本研究では、熱ナノインプリント法によ

る撥水性多孔質超薄膜の新規調製法を提案

し、組織・細胞の刺激を 1 視野でイメージ

ングできるラッピング技術を紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実験方法】 

SiO2 基板上にポリビニルアルコール

(PVA)水溶液(10 mg/mL)を滴下後、スピンコ

ーター(1H-D3, MIKASA 社製)を用いてスピ

ンコート(4000 rpm, 60 s)し、剥離用犠牲膜と

した。次に、ポリ乳酸(PLA)トルエン溶液(5 

mg/mL)を滴下し、スピンコートした。さら

に、フッ素系高分子(CYTOP, AGC 社製, 20 

mg/mL)溶液を滴下後、スピンコートした。

Ni-mold (Pitch: 3.0 m, JVC ｹﾝｳｯﾄﾞ･ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ

ﾒﾃﾞｨｱ社より供与)を載せて熱プレス(AH-

2003, ｱｽﾞﾜﾝ社製)を行った(50oC, 30 MPa)。

冷却後、純水中で剥離し、PLA-CYTOP 多孔

質超薄膜を調製した(Scheme 1)。走査型電子

顕微鏡(FE-SEM, S-4800, HITACHI 社製)を

用いて貫通孔の有無を確認した。アルギン

酸カルシウムゲルを用いて保水試験を行っ

た。共焦点レーザー顕微鏡(ECLIPSE Ti2, ﾆ

ｺﾝ社製)を用いてリポソーム膜の染色過程

を追跡した。 

 

【結果と考察】 

SiO2 基板上のナノシートを純水中で剥離

したところ、構造色を有する PLA-CYTOP

多孔質超薄膜(PLA 膜厚: ca. 8 nm, CYTOP 

膜厚: 49±1 nm)が得られ、SEM 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察では貫通孔を確認した。また、PLA-

CYTOP 超薄膜の接触角は、表面改質前の

CYTOP 超薄膜の接触角よりも低下したこ

とから表面にPLAが確実に存在することを

確認した。保水試験より、PLA 多孔質超薄

膜はラッピングしない群と同程度であった

が、PLA-CYTOP 多孔質超薄膜は有意に高い

保水率を示した。よって、PLA-CYTOP 超薄

膜に貫通孔を付与しても、乾燥を防止でき

SiO2 substrate

PVA in D.W.

10 mg/mL

Spin-coating
(4000 rpm , 60 s)

CYTOP 

20 mg/mL

Spin-coating
(4000 rpm , 60 s)

PVA PLA

PLA in toluene
5 mg/mL

Spin-coating

CYTOPSiO2 substrate

water

CYTOP

PVA

Hot-pressing

Immersing

in water

PLA-CYTOP porous 
nanosheet

SiO2 substrate

PLA

(4000 rpm , 60 s)

Ni-mold

Scheme 1 Fabrication of porous nanosheets composed of CYTOP and PLA. 
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ることを確認した。 そこで、PLA- CYTOP

多孔質超薄膜を用いてリポソームをラッピ

ングし、FM1-43 水溶液を添加したところ、

リポソームを保定できかつ膜の染色過程を

ライブで追跡できた。他方、CYTOP 多孔質

超薄膜では、FM1-43 水溶液ははじかれ、染

色には至らなかった。以上、CYTOP 表面へ

のPLAコーティングの意義を見出すと共に、

保水能を向上できかつ液性刺激因子が透過

できる撥水性多孔質超薄膜の創製に成功し

た。 

 

【謝辞】本研究の遂行に協力頂いた工学研

究科応用理化学専攻 白鳥瑚乃羽氏、鎗野目

健二氏に記して謝意を表する。本研究の一

部は、科研費事業、私大戦略事業、東海大学

イメージング研究センターの支援を受けて

行われた。 
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Fabrication of hemiellipsoidal micro/nano particles by stretching method via 

phase separation 
 

Yosuke Okamura1, Hong Zhang1, Rio Kita2 

Micro/Nano Technology Center, Tokai University 
1Department of Applied Chemistry, School of Engineering, Tokai University, 2Department of Physics, 

School of Science, Tokai University 
 

Previously, we successfully proposed a novel method 

using phase separation and a roll-to-roll coating process 

to fabricate polymer micro/nano-discs (Fig.1a, 1b) [1]. 

Since the PVA films (a coating substrate) have an 

excellent extensibility and heat resistance, there is a high 

possibility to apply previously proposed method 

combining with a stretching method (Fig. 1c) for 

fabrication of hemiellipsoidal (the form of half an ellipse 

with one flat surface) micro/nano particles.  

This shape of particle is expected to provide better 

adhesion performance over original non-stretching disc 

particles since the increasing of contact surface area. In 

addition, larger aspect ratio (AR; ratio between major 

and minor axis) showed larger amounts and faster 

internalization rates on cellular uptake which makes it 

possible to improve diagnostic sensitivity and 

therapeutic efficiency [2]. These two key features will 

enhance efficiency of using polymer particles in various 

fields; e.g. injectable carriers in drug delivery system. In 

this study, Poly(lactide-co-glycolide) (PLGA) and 

poly(vinyl pyrrolidone) (PVP) were used as a minor and 

major component at the total centration of 4 wt% and 

blend ratio of 1:4, respectively. The result showed that 

AR of PLGA can be controlled by film stretching via 

tailor-made uniaxial stretcher. AR of PLGA particles can 

be increased from 1 without stretching (Fig. 2a, 2c) up 

to 2.24 with 600% elongation at 80 oC which look like 

hemiellipse in shape (Fig. 2b, 2d). The adhesion 

property of difference shape of particles was evaluated 

by water dropping test on PLL-coated glass comparing 

between sphere, disc, hemiellipse and rugby-shaped 

particles (Fig. 3).  

 

Acknowledgement: We thank to Mr. Waranyou Tuntanatewin at Graduate School of Science and 

Technology, Tokai University.  

References  
[1] W. Tuntanatewin, K. Tani, K. Ishikura, H. Zhang, and Y. Okamura, Colloids Surfaces A, 586 (2020) 
124274.   
[2]  X. Huang, X. Teng, D. Chen, F. Tang, and J. He, Biomaterials, 31 (2010) 438–448. 

  

Fig. 2 PLGA domains on PVA film before collection; (a) 
without stretching at room temperature and (b) 600% 
elongation at 80 oC. PLGA particles after collection; (c) 
PLGA discs from without stretching at room temperature and 
(d) PLGA hemiellipsoidal particles from 600% elongation at 
80 oC 

2 µm

(a) (b)

(c) (d)

(a) (b)

(c)

Fig. 1 (a) Roll-to-roll coating machine (reverse gravure 
coating, μCoater350, Yasui Seiki, Kanagawa, Japan), (b) 
coated PVA film and (c) Customized uniaxial stretcher.    

Fig. 3 Illustrative pictures of PLGA particles; (a) sphere, (b) 
disc, (c) hemiellipse and (d) rugby.  
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ストレス負荷時における 
口腔内唾液 pH 測定用マウスピース型デバイスの開発 
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近年，ストレスから引き起こされる，う

つによる自殺や引きこもり，不眠症などの

精神障害が毎年増加する事が社会問題とな

っている．さらに労働者の 6 割以上が仕事

や職業生活においてストレスを感じている

と報告されている． 

しかし，現在の心理的ストレス評価方法

では，質問表やクレペリン検査(1)という自

己申告制のストレス評価が中心であり意図

的に検査結果を操作可能である．また，生

理的評価方法においてはストレスマーカー

である唾液 α アミラーゼ測定(2)が用いられ

ているが，α アミラーゼ測定は酵素を反応

させた際の活性により α アミラーゼ量を

定量するため，連続的なストレス評価が困

難であるといった課題が存在する． 

本研究では，連続的なストレス評価を実

現する方法として，マウスピース型デバイ

スを用いた口腔内の pH 変動に着目した．

その際，pH 測定法の中で電解液を必要とし

ない簡易な構造を有する Ag/AgIO3 電極法

を使用し，ストレス負荷としてホワイトノ

イズ(89.9 dB)を閉眼状態で 5 分間聴取させ

た(図 1 参照)．その結果，聴覚刺激により，

口腔内の pHは中性から 0.5程度酸性側にシ

フトした．一方ストレス除荷時には中性に

戻ることも確認した．またマウスピース型

デバイスを口腔内に設置して状態でストレ

ス無負荷でも pH は中性を示すことから，

ストレスを感じることなく実験が可能であ

った．さらには現在一般的に用いられてい

るストレス評価方法であるクレペリン検査

を 10 分間のインターバルをおいて 2 セッ

ト 15 分行い，連続して口腔内 pH 変動測定

を行った(図 2 参照)．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 pH change when the audiotactile stress 
stimuli by white noise.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 pH change when the stress stimuli by 

Kraepelin test. 

.

Time(min.)
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図 2 より検査中は聴取刺激と同様 pH は

酸性側に推移するが，休憩を行うことで中

性方向に pH 値がもどり，また検査を再開

することで再び酸性側に推移していること

から，ストレス負荷をかけることにより口

腔内唾液 pH 値が酸性側に変動することを

確認した．また，刺激が長くなるほど，

徐々に酸性側にシフトしていくことを確認

した． 

  今後は，ストレスと疲労との関係を明ら

かにしていく． 
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BTO 粉末を用いた PLLA 薄膜への焦電機能付加 
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近年，高分子構造体の厚みをナノオーダ

に制御したナノシートが注目されている
(1)．ナノシートは材料本来の性質に加え，

曲面に接着剤なしで貼付可能というナノ厚 

特有の性質を有する．そのため，目的に合

わせて高分子材料を選択することで絆創膏

や縫合糸にかわる創傷被覆材としての用途

の他，生体工学の分野において皮膚や生体

組織に設置可能なバイオエレクトロニクス

デバイスへの応用が期待されている(1). 

皮膚に設置されるウェアラブルデバイス

ではナノシートは主に基材として使用さ

れ，その上にセンサなどの機能性を有する

材料を積層することでデバイスとなる．す

なわち，バイオエレクトロニクスデバイス

の更なる小型化には，基材であるナノシー

トの機能化が必須である．しかし，ナノシ

ートに機能を付加する有効な手法が確立さ

れておらず，皮膚貼付型の医療用バイオエ

レクトロニクスデバイスの開発にあたり，

大きな障害となっている． 

そこで，本研究では温度変化センサや赤

外線センサに利用可能(2)な焦電機能をナノ

シートに付加することを目的とする．機能

付加手法として異種材料粉末の添加に着目

し，ナノシート中に微粒子化した材料を分

散させる．その際，強誘電体でありコンデ

ンサ材料・焦電体，圧電体等の代表的な電

子部品材料として用いられるチタン酸バリ

ウム(3)を添加材料として選択する．また母

材となるナノシートには良好な強度・接着

性・生体適合性を有するポリ乳酸(PLLA)を

用い，溶液中に微粒子化したチタン酸バリ

ウム(BaTiO3)を添加した上でシートの成膜

を行う．その後，作製したシートの温度変
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化時の電圧を測定する事で焦電効果の評価

を行った． 

方法としては，測定時間を 120 秒とした

うえで，測定開始→30 秒間待機→30 秒間

加熱→60 秒間測定→測定終了という行程で

行い，加熱に伴う温度変化と電圧変化を測

定した．また，本実験に用いた刺激は 70℃

に加熱した温水を用いた．温度勾配の差に

よる電圧応答の差，及びそこから導出した

焦電係数も算出した．図 1 に 70℃の温水刺

激時の時間ごとの温度変化および電圧変化

を示す．その結果，30 秒-60 秒においてシ

ートの温度が上昇しており，またシート温

度の上昇に伴って電圧が増加方向に推移す

ることを確認した． 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Generated Voltage and temperature 

change at 70 degrees Celsius. 

 

本研究では，スピンコート法を用いた焦電

性ナノシートの創製とその焦電効果の評価に

よって以下の知見を得た．PLLA 溶液中にチ

タン酸バリウムを分散させたナノシートが創

製可能であることを確認した．測定により創

製したシートの焦電係数は平均で

0.00734[nC/(m2・K)]となり，チタン酸バリウ

ムの文献値に比べ微小であった．創製したシ

ートの電圧と温度勾配の関係は𝑉𝑝 = 0.000367 

(𝒅𝑻)[V]となることを確認した． 
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ALS 疾患ヒト iPS 細胞由来運動神経細胞の 
軸索内動態解析に向けたマイクロ流体デバイスの開発 

 

木村 啓志 1 大友 麻子 2 秦野 伸二 2 

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 
1 東海大学工学部機械工学科，2 東海大学医学部基礎医学系分子生命科学 

 

 

1．緒言 

 運動ニューロンの変性を特徴とする難

病に筋萎縮性側索硬化症 (Amyotrophic 

Lateral Sclerosis : ALS)がある．この疾患は，

細胞内のタンパク質などを分解し再利用

する機能であるオートファジーの変調が

発症機序に関わっていると考えられてい

た[1]．ALS 疾患マウスモデルの神経細胞内

で変調に伴って発生する多重膜構造物が

確認されている[2]．この現象を生体外で観

察するために，Taylor らは神経細胞の軸索

が伸長する方向を制御し，培養を可能とす

るマイクロ流体デバイスを開発した[3]．こ

のマイクロ流体デバイスは ALS 疾患マウ

スモデルの神経細胞の観察に適したデザ

インである．しかし，iPS 神経細胞の観察

を行うためには，デバイスデザインを変更

する必要がある．本研究では iPS 神経細胞

の軸索内動態解析を実現するためのマイ

クロ流体デバイスの開発を目的とし，本稿

では微小スリット構造を有するマイクロ

流体デバイスについて報告する． 

 

2．神経極性制御デバイス 

 本研究では，Taylor らのデバイスデザイ

ンを基にデバイスを作製した．本デバイス

は細胞体区画と軸索区画の流路を微小ス

リットで繋ぐ構造となっている(図 1)．iPS

神経細胞を細胞体区画へ播種し，神経細胞

の成長を促進させる神経成長因子を軸索

区画へ流入することで，微小スリット内に

軸索を誘引し，観察を可能とした．iPS 神

経細胞の細胞体の大きさは 4.0 μm である

ことが知られており，デバイスの微小スリ

ットを細胞体より大きく作製すると，細胞

体が微小スリットを通過してしまい軸索

の観察が不可能となる．そこで細胞体の侵

入を防ぐため微小スリットの高さ 3.9 μm，

幅 4.0 μm とし，長さを 1000 μm とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 神経極性制御デバイスデザイン 

(a) 神経極性制御デバイス 

(b) A – A 断面図 

 

3. 鋳型作製条件の最適化検討 

本検討では，iPS 神経細胞の細胞体が微

小スリットへの侵入を防ぐデバイスの作

製法の確立を目的とした．本デバイスは，

フォトリソグラフィ法で作製した．基板上

に SU-8 を塗布し，流路が描かれたマスク
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を通して UV 露光をし，鋳型を作製した．

微小スリットの高さを決定する工程は SU-

8 の塗布後のスピンコータの回転数である．

そのため本検討では，スピンコータの回転

数を 2000，3000，3500，4000 rpm の 4 条件

で行い，露光時間を 3 s として微小スリッ

トを作製した． 

測定結果より，回転数が 3500 rpm 以上で

微小スリット高さは 3.9±0.3 μm，幅は

4.0±0.5 μm となる(表 1)．作製したデバイス

を図 2 に示す．このことから，最適化した

条件によって，本研究で目的としているサ

イズの鋳型を作製することが可能と示唆

された． 

 

表 1. 回転数による作製されるスリットの

高さ・幅 

回転数

(rpm) 
2000 3000 3500 4000 

高さ(μm) 4.9±0.3 4.3±0.2 3.9±0.3 3.4±0.3 

幅(μm) 4.8±0.5 4.3±0.6 4.0±0.5 3.7±0.7 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 2. デバイス写真 

 

4．結言 

 本研究は iPS 神経細胞の軸索内動態解析

を可能にするマイクロ流体デバイスの開

発を目的とし，鋳型作製条件の最適化検討

を行うことにより，目的の寸法となる鋳型

を作製可能であることが示唆された．今後

は，デバイス内に iPS 神経細胞の播種をし

て培養を行うことで，デバイスが軸索の極

性制御を実現可能であるかの評価を試み

る． 
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哺乳類ゲノムに内在化するタンパク質をコードする 
レトロウイルス様配列の網羅的解析 
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はじめに 

哺乳類ゲノムのトランスポゾンの大部分は

機能がないジャンク DNA と考えられてきた。

しかし、近年そのような配列の一部、とくにレ

トロウイルスに由来する配列が組織の発生や

疾患発症などに関わることが報告された。し

かし、どの配列がレトロウイルス様のタンパ

ク質をコードし、また、特定の細胞・組織で発

現し、機能する可能性があるかなど未だ不明

の点は多い。そこで我々はヒトを含めた 19 種

の哺乳類の標準ゲノム配列を用いて、タンパ

ク質をコードするEVE由来の配列を網羅的に

同定し、遺伝子注釈したデータベースgEVEを

構築した 1)（http://geve.med.u-tokai.ac.jp）。各ゲ

ノム配列中のウイルスが内在化した配列を探

索し、ウイルス由来のモチーフ配列をもつコ

ード配列を同定した。その結果、20 ゲノム配

列（ウシについては 2 つの異なるゲノムアセ

ンブリを使用した）から 736,771 配列の蛋白質

をコードする可能性のあるウイルス由来の配

列を同定した。特にヒトについては 33,966 配

列存在し、内在性レトロウイルスの Gag、

Protease、Polymerase、Envelope 遺伝子に由来

するものが 1,782、1,482、29,120、1,731 配列存

在し、その他のウイルス由来の配列が 11 配列

あった。Polymeraseについては29,120配列と、

他と比較すると桁違いに配列数が多いが、こ

れは LINE 由来の逆転写酵素を含む ORF2 に

由来する配列（21,087 配列）が含まれている

ことを留意する必要がある。本解析結果は

様々な配列解析で使用できる形式で提供され

ている。本データと様々なオミクスデータ

（RNA-seq データなど）を組み合わせて解析

することで、実際に特定の細胞・組織で発現・

翻訳しているウイルス由来の配列探索を行う

ことが可能である。実際、私達の研究グループ

では本データベースを活用して、ウシの胎盤

発生時に発現している Gag 由来の BERV-K3

を発見し、報告した 2)。一方で、生物種ごとに、

どのような配列が生物種間で保存されていて、

また、どのように進化してきたのかは明らか

になっていない。本研究では、これまでの研究

で同定したタンパク質をコードしているウ

イルス様配列を大規模に比較解析を行うこと

を試みた。 

 

実験方法 

 19 種の哺乳類ゲノムから、レトロウイルス

様の機能ドメイン（Gag、Protease、Polymerase、

Envelope 遺伝子）を持つタンパク質をコード

する配列を抽出した。もともとのウイルス配

列と比較し、どの程度変化したのかを配列ご

とに調べた。更に、配列を類似度にCD-HIT プ

ログラムを用いてクラスタリングし、アミノ

酸配列の類似性を元に、グループ化した。ま

た、RNA-seq、ChIP-seq、CAGE データなど、

大規模配列データと合わせて解析し、どのよ

うな配列がRNA として発現しているのか、大

規模にスクリーニングを行った。 
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結果および考察 

 ウイルス由来でタンパク質をコードし

ている配列について、その分布を生物種ご

とに調べた。（図 1） 

 

更に、タンパク質をコードする可能性のある

ウイルス配列を、コンセンサス配列（もともと

のオリジナルのウイルス配列）と比較した結 

果、タンパク質をコードする配列は比較的最

近入ったものが多いが、一方で古い時期に挿

入されたと考えられるものも、顕著に多かっ

た。これは、宿主で機能を獲得したため、進化

的な淘汰圧を受けてコード領域を残している

のではないかと考えられた。 

 

また、ヒト筋細胞のRNA-seq 解析を行い、分

化ステージごとに発現するウイルス由来の配

列が異なることが明らかになった（図 2）． 

 この解析から、筋肉の発生時に発現して

いるウイルス由来の配列が異なることも

あり、それぞれのステージで異なった配列

が発生に関与する可能性があることを示

唆していると考えた。 

 更に、19 種のゲノム内に存在する配列を

類似度で比較解析し、生物種ごとに類似の

配列をもつかどうか、比較した（図 3）。

進化的に近縁な種、例えば霊長類の中など

で共通する配列が見られたが、一方で、近

縁ではない生物種でも、ある程度の配列類

似性を示す群があり、それぞれの生物でな

んらかの機能的な類似性がある可能性を

示していると考えた。 

 その中でも、様々な生物種で共通して見

つかった配列について、より詳細に調べた

結果を図 4 に示した。 

図 1.19 種の哺乳類ゲノムからウイル
スに由来するタンパク質をコードし
ている可能性のある配列の頻度を調
べ、また、ウイルス由来の配列全体
の中での割合を求めた． 

図 2.ヒト筋細胞における分化ステー
ジごとのウイルス由来の配列の発現
量を比較したヒートマップ解析 

図 3. 19 種の哺乳類のゲノム配列に存
在するウイルス様配列について、配列
類似度でクラスタリングした結果 
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このような配列のなかには、すでに機能が

あると報告されている配列が含まれてい

たり、また、ChIP-seq 解析から、遺伝子発

現する可能性の高い配列などもあり、今後

の機能解析のターゲットになる可能性を

示唆した。 

結言 

本研究結果は、ゲノムの中に存在するウイ

ルス由来の配列が、多様な哺乳類の中で、

実際に遺伝子として発現し、機能する可能

性を示した。今後、実験的な研究を重ねる

ことで、このような配列が宿主で獲得した

新規機能を明らかにすることができると

考える。 
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図 4.様々な生物種で観察されたウイル
ス由来のタンパク質をコードする配列 
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図 1. 白色干渉顕微鏡で撮影したポリ

乳酸裁断化超薄膜． 

 

裁断化ナノシート水分散液のレオロジー特性 
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はじめに 

高分子ナノシート（厚さ 100nm 以下）は高

い柔軟性を有し，またそのナノメートルの厚

さゆえに非常に大きなアスペクト比を有する。

これを裁断化した裁断化高分子ナノシートを

水に分散させ， 火傷した皮膚や傷ついた臓器

などの創傷被覆材や，マイクロ流体デバイス

の流路内壁など材料表面へのコーティング剤

として用いることが期待されている．１） 本グ

ループの先行研究では， 裁断化PLLA ナノシ

ート (ポリ乳酸裁断化超薄膜)を水に分散

させた懸濁液のレオロジー特性を調べた．
２） ポリ乳酸裁断化超薄膜水分散はシニン

グ流体であることが示唆され， また降伏

応力が定量的に求まった。このようにして

界面コーティング剤として使用する際に

必要不可欠なレオロジー特性に関する基

礎的知見が得られた． また，分散質が柔軟

でアスペクト比が大きいという特徴から

誘起される特異的レオロジー特性は，レオ

ロジー研究の対象としても興味深い。本研

究では，ポリ乳酸裁断化超薄膜水分散がシ

ニング流体であることの再現性を確認し， 

ナノシートの膜厚と膜面積の効果を詳細

に解析するために，回転粘度計を用いて膜

厚が異なるポリ乳酸裁断化超薄膜のレオ

ロジー特性を調べ， ポリ乳酸裁断化超薄

膜水分散液が示す特異的な流動現象を明

らかにすることを目的とする． 

 

実験方法 

 ポリ乳酸(PLLA)を原料としたナノシートを

μ-coater を用いて作成し， ポリ乳酸ナノシー

トをホモジナイザー (NS11) で裁断化した． 

ポリ乳酸裁断化超薄膜の膜厚， 膜面積は白色

干渉顕微鏡 (BW-S507) で測定した． 回転粘

度計(DV2T-LV) を用いて， ポリ乳酸裁断化

超薄膜水分散液の粘度をずり速度 0.040 ～ 

264 s−1 の範囲で測定した． 温度は 25.0 ℃， 

濃度は 0.08 wt%～1.70 wt% の範囲で 0.1 wt% 

刻みで調製した．ここでは，膜厚 46nm ナノシ

ートをアンプル (a)， 膜厚 59nm ナノシート

をサンプル (b)とする．  

 

結果および考察 

 図１に白色干渉顕微鏡で撮影したポリ乳

酸裁断化超薄膜の写真の一例を示す. このよ

うにして撮影された写真から得らえた膜厚と

膜の面積を表 1 にまとめた．  
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表 1. ポリ乳酸裁断化超薄膜の膜厚

と膜の面積． 
 

 

 

 

図 2 は回転粘度計で得られた粘性率のずり

速度依存性を示す．サンプル(b)では，0.60 wt% 

～ 1.70 wt% の濃度域においてシェアシニン

グが観察されたが，0.10 wt% ～ 0.50 wt% の

低濃度域ではシェアシニングは見られなかっ

た．一方，サンプル(a)では，粘性率が急激に減

少するシェアシニングが観察されなかった． 

先行研究サンプルは，サンプル(b)と同様に高

濃度域において顕著なシェアシニングが観察

された．先行研究と本研究のサンプル(a)と(b) 

の測定条件は同等である．膜厚が 58 nm およ

び 59nm ではシェアシニングが観察され，

膜厚 46nm ではそれが観察されないが， 

12~13nm 程度の膜厚の違いでシェアシニ

ングの有無を議論することが妥当かどう

かは検討を要する． 

図 3 にサンプル(b) のずり速度 80𝑠−1 に

おける水との相対粘度 𝜂𝑟 の体積分率依存

性を示した． 三角と四角のプロットはそ

れぞれ先行研究とサンプル(b)である． 曲

線は白ぬきのプロットを拡張型 Einstein 粘

度式３） 𝜂𝑟 = (1 −  𝜙/𝜙𝑐)−𝜙c𝐾  でフィッテ

ィングした結果であり， 𝛫は形状因子に依

存するパラメータ， 𝜙cは実効体積に関するパ

ラメータである． フィッティングよりサンプ

ル(b)で K＝625，𝜙𝑐＝0.019 と得られた． 一

般に，球状粒子の分散液の粘度の体積分率依

存性は， Einstein 粘度式 𝜂 = 𝜂0(1 + 𝛫𝜙) に

よって記述できることが知られている. 𝜂 は

分散液の粘度， 𝜂0 は溶媒の粘度， 𝜙は分散

質の体積分率である． Einstein は球状粒子の

分散液でK = 2.5 と解析的に導き，球形粒子で

は実験結果と良く合う． 本研究室の先行研

究では，K=878, 𝜙𝑐 = 0.011とけた違いに大

きな K 値が得られた. また𝜙𝑐の値よりナノ

シートの体積の 88 倍の分散媒を粘性寄与

から除外していることが示唆され, このよ

うな特異的なレオロジー挙動はおそらく

前例がない．先行研究で得られた K 値は，

サンプル(b)と同様な K 値が得られ，その特

異性には再現性があることが確かめられ

た．またサンプル(b)では, 1/𝜙𝑐 = 53より，

ナノシートの体積の 53 倍もの体積の分散

媒を粘性寄与から除外していると考えら

れる． 

高い柔軟性と大きなアスペクト比を有

する裁断化ナノシートにおいて観察され

た球形粒子とは大きく異なったレオロジ

    

 先行研究 サンプル

(a) 

サンプル

(b) 

膜厚 (nm) 58 ± 21 46 ± 28 59 ± 20 

膜の面積 

(mm2) 

0.055 0.048 ± 

0.022 

0.059 ± 

0.028 
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図 2. ポリ乳酸裁断化超薄膜水分散液の
粘性率のずり速度依存性．上図サンプル
(a) 下図サンプル(b)． 
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図 3. ポリ乳酸裁断化超薄膜水分散液
における相対粘度の体積分率依存性．
先行研究（三角），サンプル(b)（四
角）． 

ー特性は, 裁断化超薄膜がズリ流動化にお

いて特徴的な構造形成と構造破壊を起こ

すことと関係があると考えられる． すな

わち，ポリ乳酸裁断化超薄膜水分散液のず

り流動下で，裁断化超薄膜が形成する何ら

かの構造に取り込まれた大量の水が存在

し，その水は粘性に寄与できないと考えら

れる．このような特異的構造形成現象をさ

らに調べるために, シートの膜厚をナノか

らマイクロメートル域へと大きく変化さ

せたサンプルを調製し, 裁断化ナノシート

分散液の流動特性について詳細に調べて

いく予定である．  
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熱拡散現象を利用した東電福島第一原子力発電所の 
トリチウム水処理技術開発 

 

喜多理王,1) 木村啓志,2) 

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 
1東海大学理学部物理学科，2東海大学工学部機械工学科 

 

【背景・目的】 

2011年の東日本大震災以来、東京電力福

島第一原子力発電所(F1)にためられている

汚染水(トリチウム水)の処理が国家の重大

な問題となっている。トリチウム水の処理

法は存在するが[1, 2] 、約110 万トンの汚

染水を連続的に処理することは技術的に

困難であり、莫大な費用を要するため低コ

ストかつ連続処理可能な技術の開発が求

められている。そこで我々は、マイクロ流

体デバイス技術に熱拡散現象を利用する

新たなデバイス(混合流体分離デバイス)[3]

を試作し、F1トリチウム水の処理を目的と

して研究を行ってきた。本発表では、混合

流体デバイスの機能評価としてメチル-β-

シクロデキストリン水溶液(mβCD/water)の

分離実験、コールド試験として水素同位体

を 含 む 重 水 と 軽 水 を 用 い た 水 溶 液

(D2O/H2O)の分離実験、ホット試験として

トリチウム水溶液(HTO/H2O)の分離実験を

行い、F1汚染水の処理を実現するための要

素技術を開発することを目的とする。 

 

【実験方法】 

図1に試作した混合流体分離デバイスの

概略図を示す。流路の上下方向に温度勾配

を付与できるもので、流路内で熱拡散現象

により濃度勾配が形成され、出口で濃厚層

と希薄層の溶液をそれぞれ回収すること

ができる。このデバイスを用いて， 

mβCD/water(1.0 wt%)と D2O/H2O (25 wt%)、 

さらにトリチウム水（16000Bq/mL）の分離

実験を行った。ペルチェ素子を熱源として、

流路に温度勾配を付与する。この時ペルチ

ェコントローラー(TDC-4020G, CELL社)を

用いて任意の温度に制御した。送液ポンプ

(HPLC, LC-20AD, SHIMADZU社)の設定流

量を352～17.6 μL/minとし、溶液の温度差

付与時間を変化させる(0.25～5 min)。本実

験では、流路高さが0.45 mm, 流路長が170 

mmおよび255 mm の混合流体分離デバイ

スを使用した。デバイスの出口で回収した

濃厚層と希薄層のそれぞれの溶液を，コー

ルド試験では密度計(DMA5000 M, Anton 

paar社)で測定し，予め決定した濃度-密度検

量線から濃度を算出した。ホット試験では、

トリチウム水の濃度は液体シンチレーシ

ョンカウンタ(LS6500, Beckman社)を用い

て1秒間に崩壊する原子の個数（トリチウ

ム水放射能濃度）を決定した。 

 

【結果と考察】 

図2はmβCD/water(1.0 wt.%)を用いた分離

実験の結果で、上層と下層の濃度差Δcの温

度差付与時間依存性（流量依存性）を示す。

デバイスの上板と下板の温度差がΔ𝑇 = 

図 1. 混合流体分離デバイスの模式図． 
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20.0 K （●）の時、縦軸の濃度差(－Δc)は、

温度差付与時間の増加に伴い大きくなり、

約3 minで飽和に達した。上下の温度差を反

転Δ𝑇 = −20.0 K（●）した場合においても

対称的な形を示したことから、温度勾配に

よって濃度差が生じるという熱泳動現象

によって成分の分離が達成されたことが

分かる。この時，溶質であるmβCD は温度

勾配の低温側へ、H2O が高温側に拡散した

ことを意味する。 

図3に重水/軽水の混合液【D2O/H2O (25 

wt.%)】に温度差Δ𝑇 = 20.0 Kを付与した時の

分離後の濃度差を温度差付与時間に対し

てプロットした。重水と軽水の混合液は、

プロトンの交換反応により軽水、半重水、

重水の3成分系となる。温度差を付与する

ことで分子量の大きい水（D2O とHDO）が

熱泳動により濃度勾配を形成することが

確認された。温度差付与時間0.5～2.0 min 

の範囲では温度差付与時間増加に伴い濃

度差が増加し3 min 程度で飽和することが

確認された。 

ホット試験として、湘南校舎17号館1階

放射線管理センターの協力を得て、トリチ

ウム水（HTO/H2O 濃度16000Bq/mL）を用

いて分離実験を行った。このトリチウム水

濃度はF1原発汚染水のおよそ2~20倍であ

る（季節等で変動する）。設定温度差Δ𝑇 = 

20.0 K (平均温度25.0 ℃)，温度差付与時間 

2 min (流量: 0.044 mL/min), デバイス流路

長(170 mm)において、処理後の濃厚層と希

薄層の濃度差が分離効率0.5％となった。同

様の条件で行った重水/軽水(25.0 wt%)の分

離実験で得られた分離効率は 0.1 %であり、

トリチウム水では5倍大きな分離が達成さ

れた。これば水同位体として分子量の差が

大きいこと、濃度が希薄であることなどが

原因と考えられる。 

実際のF1原発汚染水のトリチウム水濃

度は100～1万Bq/mLである（告示濃度限度

60 Bq/ml）。熱泳動現象は低濃度ほど分離

効率が高いことから、分離条件の最適化を

図ることで、110万トンの汚染水処理を実

現できる可能があることが分かった。今後

も汚染水処理の実現に向けて研究を継続

する。 
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古代アンデスの楽器「アンタラ」の非破壊構造解析と音階理論計算 
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はじめに 

東海大学文明研究所はアンデス先史文明に

関する文化財を約2000点所蔵している．文化

財の修復保存そして製造技法の解析のために

X線CT装置を用いて内部構造の解析を進めて

いたところ，楽器の役割を有する土器がある

ことが判明した．本プロジェクトでは，これら

楽器の製作技法と音（音階）を解析し，そこか

ら歴史的・文化的な特徴を調べることを目指

している．本報告では，土製12階パンパイプ

(別名アンタラ, 図 1)に注目し，アンタラの

構造の特徴，共鳴周波数の算出，そして樹脂製

レプリカの演奏を行い，各管の音階について

考察するとともにその構造的特徴を解析する

ことを目的とする．アンタラは，ペルーのナス

カ文化期(紀元後 1－9 世紀)に作られたもの

と考えられている． 

 

実験方法 

X線CT 装置(XT H225ST, Nikon製)を用い

てアンタラを撮影し，その 3 次元データをも

とに３Ｄプリンタでプラスチック樹脂を材料

とした原寸大レプリカアンタラを再現した．

吹奏楽研究会の協力を得て，東海大学湘南キ

ャンパス 10 号館のスタジオ・ソナーレにて，

レプリカアンタラを用いた演奏の録音を行っ

た．録音はコンデンサーマイク（PGA27-LC，

SHURE製）と,音楽作成ソフトLogix Pro Xを

用い，音声データの周波数スペクトルは音声

ファイル編集ソフトAudacityで解析した． 

X線CT像の3次元データを用いてアンタラ

の各管の長さや管径などを計測し，閉管モデ

ルを用いて共鳴周波数を算出することで，閉

管モデルと録音したデータのそれぞれで得ら

れた共鳴周波数を比較した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1. ペルーのナスカ文化期のアンタラ
（土製 12 階パンパイプ）の実像写真
（左）と X線 CT 像（右）． 

5m
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結果および考察 

X 線 CT 像による内部構造の可視化によ

り，各管を製造しておいてから粘土でそれ

らを繋ぎ合わせたことが分かる．隣り合う

各管には 0.1 ㎜程度の隙間が観察され（図

1 右の拡大図），これは乾燥による管の収

縮により形成されたと考えられる．管の吹

き口はすぼんでおり，如何にして作成した

かは現時点では不明である． 

長さが𝐿で太さが均一な閉口部と開口部

を持つ管を閉管という．閉管は基本振動，

３倍振動，５倍振動のように奇数倍の周期

で共振する．閉管の固有振動数を表す式(1)

と，1 気圧における音速の温度依存性の式

(2)を以下に示す． 𝑓は周波数[Hz]，𝑣は音速

[m/s]，𝜆は周期[m]，𝑡は温度[℃]を示す 

． 

𝑓 =
𝑛

4𝐿
𝑣  (𝑛 = 1, 3, 5 …) …（１） 

𝑣 = 331.5 + 0.6𝑡  …（２） 

 

図２では，281Hz, 847Hz, 1412Hz におい

てピークが現れ，これらの周波数は１倍，

３倍，５倍の関係を満たしている．これは

閉管モデルの性質と一致していることか

ら，本研究のアンタラを解析する際には閉

管モデルを適応できることが分かる． 

各管の演奏における実測値と閉管モデ

より算出した共鳴周波数を表１に示す．管

が長い方から 1，2，…とした．また，表１

に各周波数に対応する音階を記した．得ら

れた音階には，現在知られているような

「五声・五音」「七声・七音」などの規則

性は見出されなかった。閉管モデルで算出

した値は実測した周波数より 6〜11%大き

図２. 長さ23cmの管における録音スペクトル

（矢印はスペクトルのピークを示す）. 

表１. アンタラの周波数(実測値と閉管モデル) 

図3. 他のパンパイプとの比較【文献１より引

用】．シンボルと色の違いは各パンパイプを示

している。 
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い値だった．このような周波数のズレの要

因のひとつとして，閉管モデルの周波数算

出は，材質を考慮しておらず，剛体として

扱っていることが考えられる．また，開口

部分の内部がすぼんだ形をしていること

と，管全体が弓なりに曲がっていることも

実測値と閉管モデル計算値とのズレの原

因であると考えられる． 

12 種類のナスカパンパイプと本研究の

アンタラが発する音（共振周波数）の比較

を図３に示す．本研究のアンタラから発っ

せられる音は他のパンパイプより比較的

低音であることが分かる．また，パンパイ

プが発する音の範囲と音階の規則性は異

なることが分かる．これらのパンパイプの

それぞれの管の長さと周波数の関係を図

４に示す．白抜き青プロットと白抜き赤プ

ロットはそれぞれ本研究のアンタラを閉

管モデルとヘルムホルツモデルに適応さ

せたときの結果を示している．白抜きがさ

れていないものは文献から引用した実測

値とレプリカ実測値の周波数を示す． 

 

 

 図４より，各管の長さと周波数の関係は

３つのトレンドを示した．①のトレンドに

は４つ，②のトレンドには８つ，③のトレ

ンドには１つのパンパイプが含まれてい

る．②のトレンドには本研究のアンタラが

含まれ，アンタラを閉管モデルに適応させ

たときの周波数とよく一致している．①の

トレンドはヘルムホルツモデルと閉管モ

デルの間に位置している．文献[1]より，①

のトレンドに属するパンパイプの形状は，

直径が異なる２つの管で構成され，②のト

レンドに属するパンパイプは直径が一様

な管であるという形状の特徴がある．③に

該当するパンパイプの形状についての記

述はなかった．これらの形状の違いによっ

て従来のモデルが適応できないことがわ

かった． 

今後は，弾性率と形状を考慮した詳細な

モデル計算を行っていく．また，製造方法

そのものの解析や，文化（地域や時代）に

依存する特徴があるかなど調べていく予

定である． 
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図4. 管の長さと周波数の関係． 
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(株)情報機構, 101-107 (2019). 
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【総説・紀要等】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) *岡村陽介, “二次元バイオマテリアルとしての高分子超薄膜と医用展開”, 工業材料, 67 (10), 

64-69 (2019). 

2) *岡村陽介, 張宏, “高分子超薄膜ラッピング技術 ～組織・細胞をブレずにイメージングする

～”, バイオマテリアル 37 (3), 200-201 (2019). 

3) *岡村陽介, “【バイオミディア】細胞・組織を美しくイメージングするためのナノ薄膜ラッ

ピング”, 生物工学会誌 97 (6), 350-350 (2019). 

4) Kitamura A.*, Kabayama K.* “Session 2SHP report - decoding intracellular architecture using 

visualizing device development and mathematical modeling.” 

Biophysical Reviews  (2020) in press. 

5) Kabayama K.*, Kaneda K., Shinohara A., Shirakami Y., Watabe T., Zhang ZJ., Toyoshima A., 

Yoshimura T., Manabe Y., Shimoyama A., Fukase K. “Activities of the Consortium for Medicine, 

Chemistry, and Physics at Osaka University.” 

Journal of Medical Imaging and Radiation Sciences 50, S40 (2019). 

6) Arai K., Kabayama K.*, Ono J., Nakamura H., Kimura H., Fukase K., “Elucidation of isoflurane 

action mechanism on surgical diabetes using microfluidic device.” 

AIP Conference Proceedings 2067, 020006 (2019). 

7) Nimura Y., Kabayama K.*, Asahina Y., Hanashima S., Hojo H., Murata M., Fukase K., “Analysis of 

electrostatic interaction between ganglioside GM3 and transmembrane peptide.” 

AIP Conference Proceedings 2067, 020020 (2019). 

8) O. Kanie, "An orthogonal point of view", Trends in Glycoscience and Glyctechnology, 31, SE21-SE22 

(2019). 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 槌谷和義，特集「プレフィルドシリンジ／キット製剤穿刺時の痛みの評価と針の開発」，技

術情報協会，PHARMSTAGE, Vol.19, No.4, P.41-478(2019). 

2) 落合成行，“研究を楽しめ”，トライボロジスト，Vol.65，No.2，67，(2020). 

3) 川本裕樹，蔵本結樹，大栗拓実，高橋俊，落合成行，畔津昭彦，鹿野みどり，曽我隆，“自

動車エンジン用ピストンリングまわりの気液二相流解析”，東北大学サイバーサイエンスセ

ンター広報誌 SENAC，52，6-13 (2019). 

4) 高橋俊，“計算流体力学”，機械工学年鑑 2019 -機械工学の最新動向-，日本機械学会，

https://www.jsme.or.jp/kikainenkan2019/chap03/#a03，(2019) 

5) 砂見雄太, 橋本巨, “ウェブハンドリング技術におけるトライボロジー”, トライボロジス

ト,64,9,625 (2019). 
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＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 秦野伸二, “オートファジーと神経変性疾患 ― 筋萎縮性側索硬化症（ALS）と前頭側頭型認

知症（FTD）を中心として”, 医学のあゆみ 272(9), 885-891(2020).  

2) 木村啓志, “生体模倣システムは新薬開発難化時代の救世主になり得るか？”, 生物工学会誌 

バイオミディア, 97(1),2, 733 (2019). 

3) 木村啓志, “マイクロフルイディクスの DDS 研究への応用, マイクロフルイディクスを利用し

た Microphysiological System (MPS)”, Drug Delivery System, 日本 DDS 学会, 34(4), 243-248 

(2019). 

4) 木村啓志, “最前線 Organ-on-a-chip と細胞計測系の集積化”,ファルマシア, 日本薬学会, 55(5), 

422-426 (2019). 

 

 

＜分野融合ヘルス研究チーム＞ 

1) Asogawa, M.*, Ohno, A., Nakagawa, S., Ochiai, E., Katahira, Y., Sudo, M., Osawa, M., Sugisawa, M., 

Imanishi, T.* “Human short tandem repeat identification using a nanopore-based DNA sequencer: a 

pilot study”. Journal of Human Genetics 65(1):21-24(2020). 

2) Yanase S, Ishii T, Yasuda K, Ishii N. “Metabolic Biomarkers in Nematode C. elegans During Aging.” 

Adv Exp Med Biol. 1134, 163-175 (2019). 

3) 石井恭正, 安田佳代 “酸化ストレス研究の現状と展望” 医学のあゆみ, 272(8), 673-680. 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) S. Miyamoto, K. Eguchi, R. Kita and H. Kimura, presented at the 21st International Conference on 

Miniaturized Systems for Chemistry and Life Sciences, “Development of liquid component separation 

device for separation of water molecule isotope using Ludwig Soret effect”, MicroTAS 2017, 2020, 

1320-1321 (2020). 

2) 遠藤誠二,“伝統的工藝産業における共創システム：和える社、『青森県から津軽塗りのこぼし

にくいコップ』のケースより”,東海大学紀要政治経済学部,51,83-93（2019）. 

3) 山花京子, 「セクメト神立像」Statue of Goddess Sekhmet,「彩色木棺」Painted Wooden Coffin Fragment, 

日本語及び英語解説 項目執筆 『アーティゾン美術館 200 ハイライト 石橋財団コレクション』、

2020.01、16-17頁、公益財団法人 石橋財団 アーティゾン美術館 

4) 山花京子, 「パピルスの保存と修復」、『金大資料館コレクション展 2019「保存と修復 第 2 章」』、金

沢大学資料館 
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【招待講演等】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介, “2 次元バイオマテリアルとしての高分子超薄膜 ～設計・物性・医工学展開～”, 

日本化学会第 100 春季年会, 東京理科大学野田キャンパス, 野田市, 2020 年 3 月 22 日 

2) Y. Okamura, and H. Zhang, “Polymer Nanosheet Wrapping for High Quality Bioimaging”, China-Japan 

Biopolymer Symposium at Hibikino, The University of Kitakyushu, Kitakyushu/Japan, November 7, 

2019. 

3) 岡村陽介, 張宏, 鎗野目健二, 白鳥瑚乃羽, 高橋泰伽, 大友康平, 川上良介,  根本知己, “超薄

膜ラッピング技術 ～イメージングアクセサリへの応用を通じた組織・細胞との対話～”, 第

68 回高分子討論会, 福井大学文京キャンパス, 福井市, 2019 年 9 月 27 日. 

4) 岡村陽介, “ナノ薄膜ラッピング技術 ～組織・細胞を美しくイメージングするために～”, 東

海大学マイクロ・ナノ啓発会(Tμne)第 11 回学術講演会, 東海大学札幌キャンパス, 札幌市, 

2019 年 8 月 24 日. 

5) 岡村陽介, “2 次元ナノ材料としての高分子超薄膜 ～設計・物性・医工学展開～”, 高分子学

会関東支部第 2 回神奈川地区講演会, 東海大学湘南キャンパス, 平塚市, 2019 年 6 月 28 日. 

6) Y. Okamura, “Polymer Nanosheet Wrapping for High Quality Imaging of Tissues and Suspension 

Cells”, The 36th International Conference of Photopolymer Science and Technology, Chiba/Japan, June 

25, 2019. 

7) 岡村陽介, “高分子超薄膜の医療分野への応用”, 日本材料科学会インフォマテック・バイオマ

テリアル研究会, 関東学院大学 KGU 関内メディアセンター, 横浜市, 2019 年 5 月 24 日. 

8) 蟹江治、「シンポジウム：不惑の日本糖質科学：原点回帰して飛躍の１０年へ」オルトゴナル

グリコシル化や抗インフルエンザ薬などの研究と社会的な背景の関係－ここから見える希望

と限界、第 38 回日本糖質学会年会、名古屋、2019 年 8 月 20 日. 

9) Kazuya Kabayama  “Analysis of electrostatic interaction between ganglioside GM3 and insulin 

receptor” 2019 Bilateral Symposium Genomics Research Center, Academia Sinica and School of 

Science, Osaka University (AS-OU 2019), Taipei, Taiwan, Oct. 8-9 (2019). 

10) Kazuya Kabayama  “Live cell imaging using input control system” 

Strasbourg University Int. Lipid Sympo., Strasbourg, France, Sep. 2-4 (2019). 

11) Kazuya Kabayama  “Electrostatic interaction between gangliosides and membrane proteins” 

Glyco25, Milano, Italy, Aug. 25-31 (2019). 

12) 樺山一哉 “入力制御を用いたライブセルイメージングによる分子動態解析” 

第 14 回スフィンゴテラピィ研究会、ホテルアローレ、加賀 1 月 23 日〜25 日 (2020). 

13) 樺山一哉 “新規がん治療薬創成を志向したケミカルバイオロジーからのアプローチ”第 62 回

MNTC 講演会、東海大学 MNTC、平塚 1 月 8 日 (2020). 

14) 樺山一哉 “入力制御を用いたライブセルイメージングによる分子動態解析” 

鹿児島大学 先端科学特別講義、鹿児島大学大学院工学研究科、鹿児島 11 月 27 日 (2019). 

15) 樺山一哉 “顕微観察から探る糖鎖の機能” 
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第 17 回糖鎖科学コンソーシアムシンポジウム、(株)島津製作所本社ホール、京都 10 月 29

日〜30 日 (2019).  

16) 樺山一哉 “イメージング技術を用いた糖鎖関連分子の機能解析” 

第 2 回糖化学フォーラム、鳥取大学、鳥取 10 月 26 日 (2019). 

17) 樺山一哉 “Live cell imaging analyses by input control system” 

第 57 回日本生物物理学会年会シンポジウム 

『Decoding intracellular architecture using visualizing device development and mathematical 

modeling』、宮崎シーガイア、宮崎 9 月 25 日 (2019). *シンポジウム世話人兼講演者. 

18) 樺山一哉 “免疫系細胞の機能を評価するためのイメージング技術” 

第 38 回糖質学会年会ワークショップ『糖脂質を基軸とした横展開』, 名古屋大学, 名古屋 8

月 19 日〜21 日 (2019).  *ワークショップ世話人兼講演者. 

19) 樺山一哉 “HaloTag®を利用した合成糖鎖提示システムの開発” 

大阪大学プロメガ HaloTag セミナー、大阪大学、豊中 5 月 31 日 (2019). 

20) K. Tomita, M. Shahiduzzaman, S. Visal, K. Kasuya, T. Kaneko, M. Isomura “Anatase and Brookite TiO2 

Nanocrystals for Erectron-Transport Layer of Perovskite Solar Cells”,  The 13th Pacific Rim 

Conference of Ceramics Societies (PACRIM13), Okinawa/Japan, October 28, (2019). 

21) 源馬龍太,アトムプローブによる金属中重水素の検出と水素吸蔵材料を用いた CO2 のメタン

化, カメカテクニカルセミナー2019, 東京, 2019 年 11 月 8 日. 

22) Ryota Gemma, “CO2 methanation over hydrogen storage alloys via mechanical milling -Study by atom 

probe tomography (APT)”, Asia Pacific Society for Materials Research (APSMR) 2019 Annual Meeting, 

Sapporo, Japan, July 26-29 (2019). 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) M. Ochiai, “Influence of Oil Film Behaviour on Traction Roller Cooling”, The 10th Advanced Forum 

on Tribology 2019, Chengdu, Chaina, Aip. 12-14 (2019). 

2) 落合成行，「加振条件下におけるドライガスシールの流れの可視化」，ターボ機械協会トラ

イボロジー研究分科会，近畿大学東大阪キャンパス，2019 年度 7 月 26 日． 

3) 落合成行，「メソ領域における「流れ」の見える化による新たな技術の創出」，産学連携フ

ェア，東海大学高輪キャンパス，2019 年 8 月 23 日． 

4) 落合成行，「メソ領域における「流れ」の見える化による新たな技術の創出」，第２回 東京

都市大学-東海大学ジョイントシンポジウム，東京都市大学世田谷キャンパス 

5) M. Ochiai, N. Muraoka, “Influence of Oil Film Behaviour on Traction Roller Cooling”, 3rd Czech-

Japan Tribology Workshop, Hnanice, Czech Republic, Oct. 27-30 (2019). 

6) 落合成行，「排出ガス浄化システムにおける微粒化技術と流れの見える化」，テクニカルシ

ョウ横浜，パシフィコ横浜，2020 年 2 月 5 日． 

7) 砂見雄太, “ウェブハンドリングの基礎理論と応用を学ぶことによって何を得ることができ

るのか？”, 加工技術研究会 東海大学湘南キャンパス, 神奈川, 2019 年 5 月 10 日. 

8) 砂見雄太, “ウェブハンドリングのしわ防止と巻取りにおけるトラブルの原因と対策”, 

AndTech カルッツかわさき中会議室, 神奈川, 2019 年 5 月 31 日. 
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9) 砂見雄太, “ウェブ搬送・巻取りにおけるトラブルの原因と対策”, R&D 支援センター 商工

情報センター9F研修室, 東京, 2019 年 6 月 17 日. 

10) 砂見雄太, “ウェブの力学特性について”, 加工技術研究会 東海大学湘南キャンパス, 神奈

川, 2019 年 7 月 12 日. 

11) 砂見雄太, “ウェブハンドリングのトライボロジーについて（１）”, 加工技術研究会 東海

大学湘南キャンパス, 神奈川, 2019 年 7月 12 日. 

12) 砂見雄太, “ウェブハンドリングのトライボロジーについて（２）”, 加工技術研究会 東海

大学湘南キャンパス, 神奈川, 2019 年 9月 13 日. 

13) 砂見雄太, “ウェブハンドリングの基礎と搬送および巻取り時におけるトラブルの原因と対

策”, 情報協会 東京・大井町きゅりあん, 東京, 2019 年 10 月 15 日. 

14) 砂見雄太, “バイオミメティクス－今後の産業界は？？－”, ウェブハンドリング技術研究

会 2019 年度勉強会, 東海大学山中湖セミナーハウス, 南都留郡山中湖村, 2019 年 10 月 19

日. 

15) 砂見雄太, “ウェブの力学特性とトライボロジー特性”, 技術情報協会, 東京・五反田日幸

五反田ビル 8F 技術情報協会セミナールーム 東京, 2019 年 11 月 12 日. 

16) 砂見雄太, “ウェブの巻取問題（１）”, 加工技術研究会 東海大学湘南キャンパス, 神奈川, 

2019 年 11 月 15 日. 

17) 砂見雄太, “バイオミメティクス研究について”, ウェブハンドリング技術研究会 2019 年

度勉強会, 東海大学山中湖セミナーハウス, 南都留郡山中湖村, 2019 年 11 月 23 日. 

18) 砂見雄太, “ウェブハンドリング技術の基礎と不具合防止対策への応用～ウェブの力学特性

とハンドリング，スリップの発生と抑止およびウェブの巻取りの最適化技術～”, 日本テク

ノセンター ちよだプラットフォームスクエア, 東京, 2020 年 1月 24 日. 

19) 砂見雄太, “ウェブの巻取問題（２）”, 加工技術研究会 東海大学湘南キャンパス, 神奈川, 

2020 年 2月 14 日. 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志,“Organs-on-a chip の薬物動態予測への応用”, 日本動物実験代替法学会 第 32 回大会 

シンポジウム 4, 産業技術総合研究所, つくば市, 2019 年 11 月 20-22 日. 

2) H. Kimura, “薬物動態研究のためのマイクロ流体デバイスをベースにした微小生理システム”, 

Microfluidics & Organ-on-a-Chip Asia 2019, ホテル日航成田, 成田市, 2019 年 11 月 14-15 日. 

3) 木村啓志, “マイクロ流体デバイスを基盤とするヒト生体模倣システム”, ハイブリッドロボテ

ィクスの最先端研究, 新化学技術推進協会(JACI), 千代田区, 2019 年 11 月 5 日. 

4) 木村啓志, “マイクロ流体デバイスを基盤とする培養システムとイメージング技術との融合”, 

第二回形態解析ワークショップ-多様な顕微鏡を用いて-, 順天堂大学 センチュリータワー, 

文京区, 2019 年 8 月 31 日. 

5) 木村啓志, “マイクロ流体デバイスを技術基盤として異分野との共同研究～学内外連携事例の

紹介～”, 東海大学マイクロ・ナノ啓発会[Tµne] 第 11 回学術講演会, 東海大学札幌キャンパ

ス, 札幌市, 2019 年 8 月 24 日. 
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6) 木村啓志, “マイクロ流体デバイスを技術基盤とする Organ-on-a-chip”, 第 56 回日本臨床分子

医学会学術集会 スポンサードセミナー1, ポートメッセなごや・交流センター, 名古屋市, 

2019 年 4 月 26 日. 

 

  

＜分野融合ヘルス研究チーム＞ 

1) 中川草, “Molecular evolution of multigene family The 5th International GTP workshop”, 

職員会館かもがわ, 京都, 2019 年 9 月 28 日. 

2) 中川草, “RNA ウイルスを中心とした遺伝子伝播による生物進化”, RNA フロンティアミーテ

ィング 2019, 天城ホームステッド, 伊豆, 静岡, 2019 年 9 月 25 日. 

3) 中川草, “NGS を活用した微生物研究：細菌叢解析から新規ウイルス探索まで“, 第 221 回農林

交流センターワークショップ NGS データ解析シンポジウム 2019, 農林水産省農林水産技術

会議事務局 筑波産学連携支援センター, 茨城, 2019 年 9 月 24 日. 

4) 中川草, “新規 RNA ウイルスの同定のための大規模バイローム解析システムの構築にむけて”, 

2019 遺伝研 研究会「環境中の DNA 循環」, 国立遺伝学研究所, 三島, 静岡,  2019 年 8 月 20

日. 

5) 中川草, “Genome-wide comparative analysis of mammalian transposable elements that code for viral-

like proteins”, The 3rd Korea-Japan International Symposium for Transposable Elements, Kosin 

University College of Medicine, Busan, Korea. 2019 年 5 月 13-14 日. 

6) 宮沢正樹「The possibility of cancer therapy targeting to iron metabolism」30th Spring International 

Conference of the Korean Society for Gerontology 

June 26-28, 2019 Yonsei University, Korea. 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王,“東海大学マイクロ・ナノ啓発会（Tune）の学術交流に向けた取組み”，東海大学マ

イクロ・ナノ啓発会[Tune] 第 11 回学術講演会，札幌市，2019 年 8 月． 

2) 喜多理王,“温度勾配を外場とする混合液体の不可逆的輸送現象”，熱音響研究会，平塚市，2019

年 6 月． 

3) 喜多理王,“研究成果の事業化・起業セミナー ～事例紹介～”，東海大学 2019 年度第 2 回研究

推進セミナー，平塚市，2019 年 5 月． 

4) 山花京子, 秋山泰伸 「第 435 回望星講座 「エジプト文明 謎の物質ファイアンスの復元に挑む」、

望星学塾、2019年 4月 13日. 

5) 山花京子, 「古代エジプトの青く『光り輝くもの』－ファイアンスの魅力」、古代オリエント博物館 特別

講座、2019年 4月 26日. 

6) 山花京子, 「古代エジプト文明シリーズ① パピルスを手作りしよう」、望星学塾望星ゼミナール、

2019年 5月 31日. 

7) 山花京子, 「古代の物質「ファイアンス」で小物づくり」、公益財団法人七尾美術財団 能登島ガラス

美術館 特別講座、2019年 6月 1日. 

8) 山花京子, 「古代エジプト文明シリーズ② 古代エジプトの書記体験」、望星学塾望星ゼミナール、
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2019年 6月７日. 

9) 山花京子, 「古代エジプト文明シリーズ③「古代エジプトとアンデスの色彩」」、望星学塾望星ゼミナ

ール、2019年 6月 21日. 

10) 山花京子, 「クレオパトラのエジプト―アレクサンドロス大王からプトレマイオス朝終焉まで―」、東海大

学地域連携センター 生涯学習講座、2020年 1月 14日. 
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【国際会議発表】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) Y. Okamura, and H. Zhang, “Polymer Nanosheet Wrapping for High Quality Bioimaging”, China-Japan 

Biopolymer Symposium at Hibikino, The University of Kitakyushu, Japan, November 7, (2019). 

2) P. Mekwatanakarn, S. Yoshida, and Y. Okamura, “Fabrication of biodegradable disc-shaped particles 

carrying antibiotics for pulmonary delivery”, Okinawa Colloids 2019, Bankoku Shiryokan, Japan, 

November 5 (2019). 

3) P. Anutida, W. Tuntanatewin, and Y. Okamura, “Fabrication and characterization of multilayered 

nanosheets loaded fluorescent dye-encapsulated liposomes”, Okinawa Colloids 2019, Bankoku 

Shiryokan, Japan, November 5 (2019). 

4) W. Tuntanatewin, H. Zhang, and Y. Okamura, “Fabrication of polymer micro/nano-discs with various 

aspect ratio controlled by stretching method via polymer phase separation”, Okinawa Colloids 2019, 

Bankoku Shiryokan, Japan, November 5 (2019). 

5) M. Tanahashi, S. Yoshida, and Y. Okamura, “Fabrication and evaluation of liposomes for liver fibrosis 

treatment”, Okinawa Colloids 2019, Bankoku Shiryokan, Japan, November 5 (2019). 

6) Tokui, K. Nagashima, and Y. Okamura, “Fabrication of biocompatible shape memory particles and their 

shape control”, Okinawa Colloids 2019, Bankoku Shiryokan, Japan, November 5 (2019). 

7) Y. Okamura, H. Zhang, K. Yarinome, K. Otomo, R. Kawakami, and T. Nemoto, “Nanosheet Wrapping 

Technology ~Coverslip-free imaging for looking deeper into a tissue at high resolution~”, Resonanoce 

Bio International Symposium, Tokyo University of Science, Japan, October 30-November 1 (2019). 

8) H. Zhang, K. Shiratori, K. Yarinome, T. Aoki, H. Mitsuhashi, and Y. Okamura, “Porous nanosheet 

wrapping: a novel immobilization method for long-term imaging of zebrafish development without 

anesthesia”, Resonanoce Bio International Symposium, Tokyo University of Science, Japan, October 

30-November 1 (2019). 

9) R. Kawakami, H. Zhang, K. Yarinome, Y. Okamura, and T. Imamura, “Application of CYTOP 

nanosheet for in vivo two-photon microscopy revealed fine structure of bone cells”, Resonanoce Bio 

International Symposium, Tokyo University of Science, Japan, October 30-November 1 (2019). 

10) T. Takahashi, H. Zhang, R. Kawakami, K. Yarinome, Y. Okamura, and T. Nemoto, “In vivo two-photon 

deep and wide-field imaging utilizing novel fluoropolymer PEO-CYTOP nanosheet”, Resonanoce Bio 

International Symposium, Tokyo University of Science, Japan, October 30-November 1 (2019). 

11) Y. Okamura, “Polymer Nanosheet Wrapping for High Quality Imaging of Tissues and Suspension 

Cells”, The 36th International Conference of Photopolymer Science and Technology, Makuhari Messe, 

Japan, June 25 (2019). 

12) Kabayama K., Nimura Y., Asahina Y., Hanashima S., Hojo H., Murata M., Fukase K. “Analysis of 

electrostatic interaction between ganglioside GM3 and transmembrane peptide” HUPO 2019, 

Adelaide, Australia, Sep. 15-19 (2019) Poster. 

13) Nimura Y., Kabayama K., Asahina Y., Hanashima S., Hojo H., Murata M., Fukase K. “Analysis of 

electrostatic interaction between insulin receptor and ganglioside GM3 using transmembrane peptide” 
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25th International Symposium on Glycoconjugates (Glyco 25), Milano, Italy, Aug. 25-31 (2019) 

Poster. 

14) Kabayama K., Arai K., Kanie Y., Kanie O., Fukase K. “Behavior Analysis of Cell Membrane 

Glycolipids Using Fluorescence-Labeled Glycolipid Probe” Eurocarb 2019, Leiden, Netherlands, June 

30-July 4 (2019) Poster. 

15) Fukase K., Sianturi J., Manabe Y., Li HS., Chiu LT., Chang TC., Tokunaga K., Kabayama K., 

Tanemura M., Takamatsu S., Miyoshi E., Hung SC. “Development of Alpha-Gal Conjugated Anti-

Cancer Antibodies”  

Eurocarb 2019, Leiden, Netherlands, June 30-July 4 (2019) Oral.  

16) Kabayama K., Kaneda K., Shinohara A., Shirakami Y., Watabe T., Zhang ZJ., Toyoshima A., 

Yoshimura T., Manabe Y., Shimoyama A., Fukase K. “Activities of the Consortium for Medicine, 

Chemistry, and Physics at Osaka University” Strasbourg University Int. Lipid Sympo., Ottawa, 

Canada, Apr. 1-3 (2019) Poster 

17) Tsuyoshi Saito, Ryota Gemma, “Possibility of nitriding treatment of Si under N2 atmosphere purified by 

CaSi2”, International Federation for Heat Treatment and Surface Engineering (IFHTSE), Moscow, 

Russia, September 19 (2019). 

18) Shuntaro Nakahiro, Ryota Gemma, “Measurement of in-plane compressive stress of Pd thin film 

prepared by magnetron sputtering method”, Asia Pacific Society for Materials Research (APSMR) 2019 

Annual Meeting, Sapporo, Japan, July 26-29 (2019). 

19) Ryota Gemma, Kohei Yatagai, Torben Boll, Haru-Hisa Uchida, Kazuya Oguri, “Mechanochemical CO2 

methanation over LaNi-based alloys”, Hydrogen-Metal Systems, Gordon Research Conference, 

Barcelona, Spain, June 30 - July 5, (2019). 

20) Kohei Yatagai, Torben Boll, Haru-Hisa Uchida, Kazuya Oguri, Ryota Gemma, “Impact of CO2 

pretreatment on methanation over La-Ni based alloys”, Hydrogen-Metal Systems, Gordon Research 

Conference, Barcelona, Spain, June 30 - July 5, (2019). 

21) Shuntaro Nakahiro, Ryota Gemma, “Current density dependence of hydrogen-induced in-plane stress in 

Pd thin films”, Hydrogen-Metal Systems, Gordon Research Conference, Barcelona, Spain, June 30 - 

July 5, (2019). 

22) Kohei Yatagai, Torben Boll, Haru-Hisa Uchida, Kazuya Oguri, Ryota Gemma, “Methanation of CO2 by 

LaNi5 alloy by using ball-milling method”, The 8th World Hydrogen Technologies Convention (WHTC 

2019), Tokyo, Japan, June 2-7 (2019). 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) Ganesh Kumar Mani, Tadahiko Matsubara, Keiji Matsubara and Kazuyoshi Tsuchiya, Design and 

Development of Vibration Assisted Nanoindentor for Microneedle Puncture Analysis, Irago Conference 

2019, University of Electro-Communications, Tokyo, Japan, 29 October 2019. 

2) Ganesh Kumar Mani, Tadahiko Matsubara, Keiji Matsubara, Kazuyoshi Tsuchiya, Takeshi Hatsuzawa, 

Development of Vibration Assisted Nanoindentor for Microneedle Puncture Analysis, 4th International 
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Symposium on Biomedical Engineering (ISBE2019), Act City Congress Center, Hamamatsu, Japan, 14, 

15 November, 2019. 

3) Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Mosquito Bite Inspired Miniaturized Sensor Technology for 

Healthcare Applications, 2019 MRS Fall Meeting, Hynes Convention Center, Boston, Massachusetts, 

USA, 1-6 December 2019. 

4) Haruka Harazaki, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Thin Flexible P(VDF-TrFE) Nanosheet 

Based Pressure Sensor Artificial Dragon Fly Wings, 2019 MRS Fall Meeting, Hynes Convention Center, 

Boston, Massachusetts, USA, 1-6 December 2019. 

5) Toshiaki Kanematsu, Ganesh Kumar Mani, Kazuyoshi Tsuchiya, Vanadium Oxide Modified Micro-

needle as Glucose Sensor, 8th International Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical 

Devices, BioMEMS/NEMS, & Applications 2019 (Bio4Apps2019), Kagoshima University, Kagoshima, 

Japan, 18-20 December 2019. 

6) N. Muraoka, M. Ochiai, “Effect of Oil Film Behavior on Roller Surface on Cooling in Traction 

Drives”, The 8th International Conference on Manufacturing,Machine Design and Tribology, 

Kagashima, Japan (2019). 

7) M. Ochiai, T, Suwa, H. Hashimoto “Study on Supply Direction of Lubricating Oil by Using 

CFD Analysis in Traction Drive”, The 8th International Conference on Manufacturing, Machine Design 

and Tribology, Kagashima, Japan (2019). 

8) M. Ochiai, T. Namai, H. Hashimoto, “Gas flow visualization on dry gas seal with vibration ”, 46th 

Leeds-Lyon Symposyum on Tribology, Lion, France (2019). 

9) N. Sugiyama, M. Ochiai, “Influence of Surface Texturing on Heated Wall on Collision Behavior of 

Droplet”, 46th Leeds-Lyon Symposyum on Tribology, Lion, France (2019). 

10) H. Taira, M. Ochiai, “Changes in cavitation and contact oil film due to increase in peripheral velocity 

in traction drive under high load”, 46th Leeds-Lyon Symposyum on Tribology, Lion, France (2019). 

11) K. Furukawa, M. Ochiai, Y. Sunami, H. Hashimoto, “Bearing Characteristic of Journal Bearing Applied 

Biomimetics”, 46th Leeds-Lyon Symposyum on Tribology, Lion, France (2019). 

12) H. Taira, M. Ochiai, “Changes in Cavitation and Contact Oil Film Due to Increase In Peripheral Velocity 

in Traction DriveUnder High Load and Influence on Contact Oil Film”, International Tribology 

Conference SENDAI 2019, Sendai Japan (2019). 

13) N. Sugiyama, M. Ochiai, “The Effects of Surface Texture on Atomization of Droplet in Urea SCR 

system”, International Tribology Conference SENDAI 2019, Sendai Japan (2019). 

14) S. Kotani, M. Ochiai, “Investigation of Bush Rotation Speed of Floating Bush Bearings by Oil Film 

Observation Using X-ray CT”, International Tribology Conference SENDAI 2019, Sendai Japan 

(2019).  

15) H. Kikuchi, M. Ochiai, “Evaluation of Lubrication Performance of Foil Bearings with New Texturing”, 

International Tribology Conference SENDAI 2019, Sendai Japan (2019). 

 

16) K. Furukawa, M. Ochiai, Y. Sunami, H. Hashimoto, “Bearing Characteristics of Journal Sliding Bearing 

with Functional Structure of Organism”, International Tribology Conference SENDAI 2019, Sendai 
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Japan (2019). 

17) F. Sakai, M. Ochiai, H. Hashimoto, “Influence of surface tension on cavitation area of journal 

bearing”, International Tribology Conference SENDAI 2019, Sendai Japan (2019). 

18) T. Nohara, N. Sugiyama, M. Ochiai, “Visualization and Analysis of Droplets Behavior in Aftertreatment 

Systems: I. Experimental Study by Acrylic SCR Dosing Simulator”, The 25th Small Engine Technology 

Conference, Hiroshima, Japan (2019). 

19) N. Sugiyama, T. Nohara, M. Ochiai, “Visualization and Analysis of Droplets Behavior in Aftertreatment 

Systems: Ⅱ. Improvement of Vaporization Efficiency by Surface Texturing”, The 25th Small Engine 

Technology Conference, Hiroshima, Japan (2019). 

20) Y. Mizuno, S. Takahashi, G. Yamada, R. Yamashita and K. Fukuda, “Investigation of Aerodynamic 

Heating under Hypersonic Flow using Coupled Flow - Thermal Analysis “, Asia Pacific International 

Symposium on Aerospace Technology (APISAT) 2019, Gold Coast, Australia, December 4th (2019). 

21) R. Yamashita, Y. Mizuno, H. Fujiwara, N. Sato, S. Takahashi and G. Yamada, “Comparison of 

Boundary Fitted Coordinate Method and Cartesian Grids Method in Hypersonic Flow around 

Cylinder”, 16th International Conference on Flow Dynamics, Miyagi, Japan, November 7th (2019). 

22) Y. Kuramoto, Y. Kawamoto, S. Takahashi, M. Ochiai, A. Azetsu and K. Yamamoto, “Investigation of 

oil transport around a piston ring based on multiphase flow simulation”, 16th International Conference 

on Flow Dynamics, Miyagi, Japan, November 7th (2019). 

23) K. Takemura, Y. Kawamoto, S. Takahashi, H. Nagashima, T. Adachi and H. Nagai, “Application of 

Two-phase thermo-fluid Simulation for Accurate Design of Oscillating Heat Pipe”, 16th International 

Conference on Flow Dynamics, Miyagi, Japan, November 6th (2019). 

24) K. Takemura, H. Nagashima, Y. Kawamoto, S. Takahashi, M. Kondo, A. Kawachi, S. Okazaki and H. 

Fuke, “Temperature prediction of a heat pipe using gas-liquid two-phase simulation”, 16th 

International Conference on Flow Dynamics, Miyagi, Japan, November 6th (2019). 

25) Kazunari Yoshida, Chihiro Takuma, Shun-ichi Kikuchi, Hiroaki Kubota, “Ductility improvement of 

drawn aluminum wire for automotive wiring harness”, Wire and Cable 2019, Velona, Octover 21st , 

(2019). 

26) Y. Kashiwabara, L. B. Loslan, M. D. Danial, M. Ochiai, H. Hashimoto, Y. Sunami, “Relationship 

between Casting Condition and Gas Porosity in Magnesium Alloy Die Casting” The 8th International 

Conference on Manufacturing, Machine Design and Tribology (ICMDT2019), Kagoshima, Japan, April 

26th (2019). 

27) M. Tamada, Y. Sunami, “Study on the Influence of Carbon Source on Pore Structure of Ordered Porous 

Carbon ultra-Thin Film, Machine Design and Tribology (ICMDT2019), Kagoshima, Japan, April 26th 

(2019). 

28) T. Nishida, Y. Sunami, “EVALUATION OF PHYSICAL PROPERTIES OF THIN FILM AND 

MEASUREMENT OF UNSTEADY THEEMAL STRESS, Fifteenth International Conference on Web 

Handling, Oklahoma, USA, June 11th (2019). 

29) T. G. Lian, M. D. Danial, L. B. Roslan, Y. Kashiwabara, J. I. Jendia, Y. Sunami, “Numerical and 

Experimental Analysis on Runner and Gate Positioning for Magnesium Alloy Die Casted Test Piece, 
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7th Asia Conference on Mechanical and Materials Engineering(ACMME 2019), Japan, June 16th (2019). 

30) M. Tamada, Y. Sunami, “Establishment of Mass Production Method of Mesoporous Thin Film and 

Development of Porous Carbon Thin Film Using 1,4- Dihydroxyanthraquinone as Carbon Source, 

ASME Information Storage and Processing Systems 2019 (ISPS2019), San Diego, USA, June 27th 

(2019). 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) Y. Ikeda, H. Kimura, Y. Arata, Y. Sako, “A novel microfluidic device WormFlo to monitor the behavior 

of C. elegans at the adult stage”, 22nd International C. elegans Conference, UCLA, USA, Jun 20-24 

(2019). 

2) K. Doi, H. Kimura, M. Nangaku, T. Fujii, “BASOLATERAL COMPARTMENT PRESSURE 

MEASUREMENT IN THE CULTURE DEVICE WITH FILTRATION FOR THE EVALUATION OF 

CELL LAYER CONDITION”, µTAS 2019, Congress Center Basel, Switzerland, October 27-31 (2019). 

3) M. Chikamori, H. Kimura, S. H. Kim, M. Nangaku, T. Fujii, “RESPONSE OF TUBULAR CELLS BY 

EXPOSING CONTROLLED SHEARSTRESS TO PRIMARY CILIA AFTER OXIDATIVE ST”, 

µTAS 2019, Congress Center Basel, Switzerland, October 27-31 (2019). 

4) Y. Ohno, T. Shimizu, H. Kashiwagi, Y. Goto, T. Seki, R. Ito, H. Ishimoto, Y. Kametani “Progesterone 

effects on pregnant humoral immunity using humanized mice.”,  14th ISIR/JSIR 2019  World 

Congress, Nara Kasugano International Forum IRAKA, Nara, Japan, November 13-16th. 

5) M.T. Ueda, K. Kryukov, S. Mitsuhashi, H. Mitsuhashi, T. Imanishi, S. Nakagawa. “Genome-wide 

comparative analysis of mammalian transposable elementsthat code for viral-like proteins.”, Society for 

Molecular Biology & Evolution Meeting 2019, Manchester Central, UK, July 25th (2019).  

6) T. Akiyama, N. Suzuki, M. Ishikawa, J. Kawada, T. Fujii, S. Mitsuzawa, K. Ikeda, R. Funayama, K. 

Nakayama, F. Fujishima, H. Mitsuhashi, H. Warita, H. Okano, M. Aoki. “Elucidating axonal 

pathophysiology of ipscs-derived motor neurons from fused in sarcoma (fus)- als patient.”, ISSCR 2019 

Annual Meeting, Los Angeles, USA, June 28th (2019). 

7) A.Pakula, Y. Sytnikova, S. Maiullari, E. Teveroni, J. Widrick, H. Mitsuhashi, F. Rahimov, O. King, S.W. 

Kim, J.M. Spinazzola, M. Lambert, K.M. Gwilt, G. Deidda, F. Moretti, M.L. Bulyk. L.M. Kunkel. “The 

role of Estrogen Receptor Related beta (ESRRB) in FSHD-1 mechanism.”, FSHD international research 

congress, Marseille, France, June 19-20th (2919). 

8) H. Mitsuhashi. “Genetically engineered zebrafish as models for human muscle diseases.” , 2019 

KMITL-Tokai Joint seminar, Kanagawa, Japan, May 28th (2019). 

9) A.Otomo, W. Onodera, K. Matsui, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, M. Fukuda, and S. Hadano, “ALS2 along 

with a novel ALS2 interacting protein Rab30 regulates morphological integrity and functions of the 

Golgi apparatus”, Amyotrophic Lateral Sclererosis and Frontotemporal Degeneration 20 (suppl. 1), 136 

(IVT-03) (30th International Symposium on ALS/MND, Perth, Australia, December 4-6) (2019). 

10) A.Otomo, T. Kushida, T. Ishida, R. Araki, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, H. Kimura, and S. Hadano, “A 

microdevice-based method for quantifying endolysosomal and mitochondrial axonal transport in 

neurons derived from a mouse model of ALS”, Amyotrophic Lateral Sclererosis and Frontotemporal 
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Degeneration 20 (suppl. 1), 150 (IVT-25) (30th International Symposium on ALS/MND, Perth, 

Australia, December 4-6) (2019). 

11) K. Shimakura, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, A. Otomo, and S. Hadano, “Phosphorylation state of 

ALS2/alsin alters its intracellular localization and endosome dynamics”, 199 (HCB-18) (30th 

International Symposium on ALS/MND, Perth, Australia, December 4-6) (2019).  

12) S. Ono, S. Murakoshi, K. Sato, S. Mitsui, A. Otomo, M. Fukuda, and S. Hadano, “ALS2 controls the 

intracellular localization of small GTPase Rab17 and regulates endosome maturation”, ASCB/EMBO 

2019 meeting, Poster session: Rab GTPases (Board#B446; P436), Washington, DC, U.S.A. (December 

7-11) (2019). 

13) S. Mitsui, M. Ishiyama, K. Shimakura, K. Sato, S. Ono, A. Otomo, T. Ishii, T. Yanagawa, M. Aoki, and 

S. Hadano, “Neural cell-specific SQSTM1 deficiency accelerates the onset of disease in an ALS mouse 

model”, Keystone Symposia on Molecular and Cellular Biology, Brain Therapeutics: Disruptive 

Technologies and Opportunities (Q3), Session: Diagnostics and Therapies, Santa Fe, New Mexico, 

U.S.A. (February 16-19) (2020). 

14) A.Otomo, W. Onodera, S. Murakoshi, K. Matsui, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, M. Fukuda, S. Hadano, 

“ALS2 along with a novel ALS2 interacting protein RAB30 regulates morphological integrity and 

functions of the Golgi apparatus”, The 30th International Symposium on ALS(Amyotrophic Lateral 

Sclerosis)/MND(Motor Neurone Disease) Perth Convention and Exhibition Centre, Perth, Australia, 

December 5th (2019). 

15) A.Otomo, T. Kushida, T. Ishida, R. Araki, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, H. Kimura, S. Hadano, “A 

microdevice-based method for quantifying endolysosomal and mitochondrial axonal transport in 

neurons derived from a mouse model of ALS”, The 30th International Symposium on 

ALS(Amyotrophic Lateral Sclerosis)/MND(Motor Neurone Disease) Perth Convention and Exhibition 

Centre, Perth, Australia, December 5th (2019). 

16) K. Shimakura, K. Sato, S. Mitsui, S. Ono, A. Otomo, S. Hadano,” Phosphorylation state of 

ALS2/ALSIN alters its intracellular localization and endosome dynamics”, The 30th International 

Symposium on ALS(Amyotrophic Lateral Sclerosis)/MND(Motor Neurone Disease) Perth Convention 

and Exhibition Centre, Perth, Australia, December 5th (2019). 

17) S. Ono, S. Murakoshi, K. Sato, S. Mitsui, A. Otomo, M. Fukuda, S. Hadano, “ALS2 controls the 

intracellular localization of small GTPase Rab17 and regulates endosome maturation”, The 2019 joint 

meeting of the American Society for Cell Biology (ASCB) and European Molecular Biology 

Organization (EMBO), Walter E. Washington Convention Center, Washington DC. U.S.A, December 

8th (2019). 

18) S. Mitsui, M. Ishiyama, K. Shimakura, K. Sato, S. Ono, A. Otomo, T. Ishii, T. Yanagawa, M. Aoki, S. 

Hadano, “Neural cell-specific SQSTM1 deficiency accelerates the onset of disease in an ALS mouse 

model”, Keystone Symposia,  Brain Therapeutics: Disruptive Technologies and Opportunities (Q3), 

February 19th (2020). 

 

 

国際会議等つづき 



 

 

59 

 

＜分野融合ヘルス研究チーム＞ 

1) M. Nakamura, M. Ikeuchi, T. Oroguchi, K.Yamanaka, H.Amagi, S. Shinohara, Y. Omiya, M. Higuchi, 

T. Takano, S. Mitsuyoshi and S. Tokuno. “EVALUATION OF EFFECT OF LIGHT LABOR ON 

RETIRED ELDERLY PEOPLE USING VOICE ANALYSIS.” 26th Multidisciplinary International 

Neuroscience and Biological Psychiatry Conference “Stress and Behavior” St. Petersburg Russia, May 

16-19 (2019). 

2) Kryukov Kirill, Mahoko Takahashi Ueda, Tadashi Imanishi, So Nakagawa, “A systematic survey of 

non-retroviral elements in eukaryote genomes”, The Society for Molecular Biology & Evolution 2019 

(SMBE2019), Manchester, UK, July, 2019. 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) Y. Maruyama, R. Kita, N. Shinyashiki, S. Yagihara, "Water Structure Analysis of Dairy Products by 

Dielectric Spectroscopy", OKINAWA COLLOIDS 2019, Okinawa, Japan, 3-8 November 2019. 

2) K. Eguchi, N. Shinyashiki, S. Yagihara and R. Kita, "The effect of guest molecule on thermodiffusion 

of cyclodextrin aqueous solution", Irago Conference 2019, University of Electron-Communications, 

Tokyo, Japan, October 29th (2019). 

3) Kyoko Yamahana, “The first papyrus restoration project in Japan: Educating students to become papyrus 

conservators,” in ICOM International Committee for Egyptology, Egyptological Research in Museums 

and Beyond, October (2019). 
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【受賞等】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 白鳥瑚乃羽, 張宏, 鎗野目健二, 青木拓斗, 三橋弘明, 岡村陽介, 優秀研究ポスター賞, “組織・

細胞の刺激を 1 視野でイメージングできる撥水性多孔質超薄膜の創製とラッピング技術”, 第

41 回日本バイオマテリアル学会大会, つくば国際会議場, つくば市, 2019 年 11 月 26 日. (受賞

者 白鳥瑚乃羽) 

2) 浅羽建汰, 坪井亮, K. Sitthirat, 伊藤早也香, 樋口昌史, 岡村陽介, ベストポスター賞, “ナノ粒

子担持ナノファイバーの創製とにおい分子包接能評価”, 東海大学マイクロ・ナノ啓発会 

(Tμne) 第 11 回学術講演会, 東海大学札幌キャンパス, 札幌市, 2019 年 8 月 24 日. (受賞者 浅

羽建汰) 

3) 神田裕美, レームパイ K, 瀧本駿, 本杉奈美, 阿部如子, 竹下秀, 畑中朋美, 木村穣, 岡村陽介, 

優秀ポスター賞, “紫外線吸収能を付与した層状超薄膜の創製と色素性乾皮症治療への応用展

開”, 第 68 回高分子学会年次大会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2019 年 5 月 31 日. (受賞者 神田

裕美) 

4) 白鳥瑚乃羽, 張宏, 鎗野目健二, 青木拓斗, 岡村陽介, 優秀ポスター賞, “組織・細胞用イメージ

ングツールへの応用を指向した撥水性多孔質超薄膜の創製”, 第 68回高分子学会年次大会, 大

阪国際会議場, 大阪市, 2019 年 5 月 31 日. (受賞者 白鳥瑚乃羽) 

5) 冨田恒之, 垣花眞人, 小林亮, 関野徹, 佐藤泰史, 田村紗也佳, 物質・デバイス領域共同研究賞 

“波長変換技術と光機能材料の融合による新規光応用システムの創出”, 物質・デバイス領域共

同研究拠点, 2019 年 4 月 23 日. 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) Ganesh Kumar Mani, Design and Development of Vibration Assisted Nanoindentor for Microneedle 

Puncture Analysis「IRAGO Conference 2019」にて「IRAGO-STEM Young Scientist Award」受賞. 

2) Ganesh Kumar Mani, Development of Vibration Assisted Nanoindentor for Microneedle Puncture 

Analysis「International Symposium on Biomedical Engineering」にて「Young Researchers Award」受賞. 

3) Toshiaki Kanematsu, Vanadium Oxide Modified Micro-needle as Glucose Sensor, 8th International 

Conference on BioSensors, BioElectronics, BioMedical Devices,「Bio4Apps2019」にて「Best Poster 

Presentation Award」を受賞. 

4) 原崎はるか，P(VDF-TrFE)薄膜を用いた圧力センサの開発，「日本材料科学会のインフォマテ

ィック・バイオマテリアル研究会」にて「ベストポスター賞」を受賞. 

5) 落合成行 自動車技術会 2018 年度 技術部門貢献賞 （2019 年 8 月）. 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 竹前廣大, 村岸優太, 宮本隼佑, 木村啓志, 喜多理王, “福島第一原子力発電所汚染水の熱拡散

現象を利用した分離法開発”, 「東海大学 2019 年度研究交流会」にて「プレゼン賞」を受賞

(2019 年 11 月 23 日).  （受賞者 竹前廣大）. 

2) 福岡 優斗, 北 夕紀, 武藤 望生, 粟野 若枝, 喜多理王，“X 線 CT を用いた東海大学札幌キャ
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ンパスの海洋生物標本の保存への取り組みと内部構造解析”, 「東海大学 2019 年度研究交流

会」にて特賞(リサーチアート「きれいに食べました」)を受賞(2019 年 11 月 23 日). （受賞

者 福岡優斗）. 
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【特許など知財権】 

1) 深瀬浩一、篠原厚、金井好克、樺山一哉、兼田加珠子、張子見、真鍋良幸、下山敦史、白神

宜史、畑澤順「211At 標識化アミノ酸誘導体を含む医薬組成物及びその製造方法」  

PCT/JP2019/006800. 

2) 岡村陽介, 張宏, 喜多理王, 木村啓志, “顕微鏡観察試料用被覆具”, 意匠登録番号第

1654458 号. 

3) 岡村陽介, 張宏, 喜多理王, 木村啓志, “観察試料用被覆具、被覆具包装体及び観察試料の

被覆方法”, 特願 2019-109896. 

4) 落合成行，大塚雄太，“シールリング”：意匠登録番号第 1646912 号. 

5) 落合成行，菊池日向，“軸 受 部 品” ：意匠登録番号第 1646913 号. 

6) 落合成行，杉山直輝，菊池飛鳥，戸谷友輔，野原徹雄，”構造体、液滴の微粒化システム、排

ガス浄化システム“，特願 2020-032478. 

7) 三橋弘明、小泉誠、中村晃史, “DUX4 pre-mRNA のスプライシングを変化させるアンチセンス

オリゴヌクレオチド”, 特願 2019-129735.  

8) 木村啓志、星野真佐人、黄文敬、鶴間章典、“細胞培養装置” 特願 2020-058541（出願日：

2020 年 3月 27 日）． 

9) 木村啓志、榛葉健汰、伊藤優冶、“送液装置および送液方法”、特願 2020-065197（2020 年 3

月 31 日）． 

10) 藤井輝夫，南学正臣, 土肥浩太郎，木村啓志，発明の名称“温度感受性不死化ポトサイトを

入れ組む樹状突起様細胞骨格へ誘導する培養法”, ：特願 2019-146636.  

11) 内田和歌奈, 坂神純子, 高崎哲臣, 土田翔大, 木村啓志, 中村寛子, 発明の名称“細胞毒性

を評価する方法及び装置”, ：特願 2019-095499. 

12) 藤井輝夫，木村啓志,小川毅彦，古目谷暢，発明の名称“組織片機能を発現，維持する方法”, ：

特許第 6439115 号.  
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【獲得研究費】  

１．科学研究費助成事業 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2017～2019 年度） 

「におい分子を自在に操る“貼るナノ透明体”の創製と実装化」 

2) 岡村陽介（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2018～2020 年度） 

「ミズクラゲに由来する皮膚再生促進因子の解明と優れた皮膚再生医療への応用」 

3) 岡村陽介（研究代表者） 

科学研究費補助金 新学術領域研究（公募）（2018～2019 年度） 

「撥水性ナノ薄膜の創製とカバーガラスフリー生体深部イメージングへの応用展開」 

4) 樺山一哉 (研究分担者)  

科学研究費補助金 基盤研究(B)（2019〜2021 年度） 

「皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサの開発」 

5) 樺山一哉 (研究分担者)  

科学研究費補助金 基盤研究(C)（2019〜2021 年度） 

「膜受容体の流動性とシグナル伝達の関係性から見た揮発性麻酔薬作用機序の解明」                                       

6) 樺山一哉（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究(C)（2018〜2020 年度） 

「ウイルス感染細胞モデルにおける脂質ラフト解析」 

7) 樺山一哉(研究分担者)  

科学研究費補助金 基盤研究(A)（2016〜2020 年度） 

「細胞表層糖鎖による免疫制御機構の解明とその利用」  

8) 冨田恒之（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2016～2019 年度） 

「光マネジメント科学の学理構築：包括的理解に基づく材料とナノ構造の最適化」 

9) 冨田恒之（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2017～2019 年度） 

「自己組織化を階層的に利用したナノユニット集積型複合光触媒材料の創成」 

10) 冨田恒之（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（A）（2016～2019 年度） 

「結晶サイト工学に立脚した蛍光体の設計及び開発原理の構築」 

11) 源馬 龍太 （研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究（2019～2021 年度） 

「水素吸蔵合金を用いた低温下メタン合成の検証」 
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＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 槌谷和義（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B） （2019～2021 年度） 

「皮膚貼付型熱中症フレキシブルセンサの開発」 

2) 槌谷和義（受入研究者） 

科学研究費補助金 特別研究員奨励費 （2019～2020 年度） 

「単一細胞代謝物をモニタリングするための次世代移植可能なナノセンサ技術」 

3) 新屋敷直木(研究代表者) 

科学研究費補助金 基盤研究（Ｃ）（2016～2019 年度） 

氷結および非氷結水溶液の液体からガラス状態への動的階層構造 

4) 新屋敷直木(研究分担者) 

科学研究費補助金  基盤研究（Ｂ）(2018～2020 年度) 

広帯域誘電分光法を用いた定位的時期特異的物理治療法の開発 

5) 高橋俊（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2018～2021 年度） 

「埋め込み境界法による気液二相熱流体解析のための界面捕獲法の高度化」 

6) 高橋俊（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2022 年度） 

「腎杯内尿流シミュレーションによる結石形成のリスク分類法と予防法の開発」 

7) 高橋俊（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2017 – 2019 年度） 

「高速固気混相流の直接数値解析による乱流混合／騒音発生のプロセスの解明」 

8) 福田紘大（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2017 – 2019 年度） 

「高速固気混相流の直接数値解析による乱流混合／騒音発生のプロセスの解明」 

9) 砂見雄太（研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究（2018～2019 年度） 

「機能性ナノシートの連続創製とそのトライボロジー特性」 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2018～2022 年度） 

「生理学的パラメータを模倣した機能集積型 Body-on-a-chip の構築」 

2) 木村啓志（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2023 年度） 

「ALS2 分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

3) 木村啓志（研究分担者） 

科学研究費補助金 新学術領域研究（2018～2022 年度） 

「配偶子インテグリティの構築」 

科学研究費助成事業つづき 
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4) 木村啓志（研究分担者） 

科学研究費補助金 新学術領域研究（2018～2022 年度） 

「普遍的な in vitro 精子産生系の開発」 

5) 秦野伸二（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2022 年度） 

「ALS2 分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

6) 秦野伸二（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

「初期エンドソームの機能破綻に着目した神経変性疾患発症機構の解析」 

7) 秦野伸二（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2016〜2019 年度） 

「肺癌での免疫細胞機能障害に関与するマイクロ RNA の次世代シーケンサーによる探索」（研

究代表：東海大学医学部 青木琢也） 

8) 亀谷美恵（研究代表者）科学研究費補助金 基盤研究(B)（一般）(2017-2019 年度) 

「妊娠免疫機構を利用したヒト化マウス体液性免疫評価システムの確立」 

9) 亀谷美恵（研究分担者）科学研究費補助金 基盤研究(C)（一般）(2019-2021 年度)  

「Oncofertility の視点に基づく若年癌患者の生殖障害の漢方治療法の確立」 

10) 亀谷美恵（研究分担者）科学研究費補助金 基盤研究(C)（一般）(2019-2021 年度)  

「胎児が制御する羊膜・十網膜の恒常性維持機構とその破綻」 

11) 亀谷美恵（研究分担者）科学研究費補助金 基盤研究(C)（一般）(2017-2019 年度) 

「胎盤におけるアイソフォーム特異的 TrkB シグナルと脱落膜化・ 妊娠成立との関連分析」  

12) 三橋弘明 （研究代表者）中川草（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究(C) （2018〜2020 年度） 

「顔面肩甲上腕型筋ジストロフィー病態に関与する内在性レトロウイルスの探索」 

13) 大友麻子（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

「初期エンドソームの機能破綻に着目した神経変性疾患発症機構の解析」 

14) 大友麻子（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（B）（2019～2022 年度） 

「ALS2 分子ネットワーク異常に着眼した上位運動ニューロン変性メカニズムの解明」 

 

＜分野融合ヘルス研究チーム＞ 

1) 中川草（研究代表者） 

科研費補助金 新学術領域研究(研究領域提案型)（2019〜2020 年度） 

「大規模バイローム解析システムの構築および新規同定ウイルスの分子進化解析」 

2) 中川草（研究分担者） 

科研費補助金 基盤研究（C）（2019〜2021 年度） 

「大腸がんにおけるヒト内在性レトロウイルスの発現解析と機能解明」 

 

科学研究費助成事業つづき 
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3) 中川草（研究分担者） 

科研費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2019〜2021 年度） 

「メラノーマ由来内在性レトロウイルスの機能解明と獣医臨床への応用」 

4) 宮沢正樹 （研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究(C)（2019～2023 年度） 

「microRNA を標的とした膵神経内分泌腫瘍の新規治療法の開発」 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2017～2019 年度） 

「高分子溶液における温度勾配を外場とする不可逆的拡散現象の普遍性と多様性」 

2) 遠藤誠二（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019～2021 年度） 

「カスタマイゼーション・システムの実証研究を通じた共創活動のメカニズム解明」 

3) 山花京子（研究分担者） 

基盤研究(A) （2018～2022 年度） 

「古代地中海世界における知の動態と文化的記憶」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

科学研究費助成事業つづき 
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【獲得研究費】 

２．その他競争的資金 

 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介（研究代表者） 

革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト(AMED)（2019～2023 年度） 

「生体脳深部イメージングの限界を打破する革新的ナノ薄膜の開発」 

2) 岡村陽介（研究代表者）, 張宏（研究分担者） 

2019 年度物質・デバイス領域共同研究課題 展開共同研究 A・北海道大学（2019 年度） 

「課題番号: 20193005, ナノ薄膜ラッピング技術の確立と超解像生体深部イメージングへの

応用」 

3) 岡村陽介（研究分担者） 

東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2018～2020 年度） 

「新しい皮膚欠損創傷充填グラフト、再生促進剤の開発」 

4) 樺山一哉 文部科学省 概算要求事項 

2018 年〜2022 年「放射線科学基盤機構設置による新規医療イノベーションの推進」 

（代表者: 篠原厚 大阪大学大学院理学研究科） 

5) 樺山一哉 JST 研究成果展開事業産学共創プラットフォーム共同研究推進プログラム（OPERA） 

2017 年〜2022 年「量子アプリ共創コンソーシアム」  

（領域統括: 中野貴志 大阪大学核物理研究センター） 

6) 富田恒之 

2019 年度物質・デバイス領域共同研究拠点共同研究課題 基盤共同研究 「課題番号

20191158, アップコンバージョン蛍光体の結晶構造と発光効率の相関調査ならびに高効率発

光材料の探索」 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 落合成行（研究代表者） 

公益財団法人天田財団 一般研究助成＜レーザ加工＞（2019～2021 年度） 

「新興国の大気環境改善のための液滴微粒化コントロールに向けた微細構造加工の設計・手

法」 

2) 落合成行（研究代表者） 

東海大学連合後援会助成金【研究部門】（2019 年度） 

「「流れの見得る化技術」による“世界規模での大気環境改善”」  

3) 落合成行（研究代表者） 

NEDO 国際研究開発／コファンド事業／日本－ドイツ研究開発協力事業（cornet）（2019～2022

年度） 

「ピストンリング周りの燃料とオイル挙動の明確化研究」 

競争的資金つづき 
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4) 高橋俊（研究代表者） 

東北大学流体科学研究所一般公募共同研究（2019 年度） 

「固気液混相流解析による工業製品の設計開発」 

5) 高橋俊（研究代表者） 

東北大学流体科学研究所リーダーシップ共同研究（2019 年度） 

「自励振動ヒートパイプの設計高精度化に向けた気液二相流の熱流体解析の応用」 

6) 高橋俊（研究分担者） 

天田財団研究開発助成（2019～2022 年度） 

「レーザー加工場に適用可能な遠隔・簡易光学式異常音響検知装置の研究開発」 

7) 窪田紘明（研究代表者）  

公益財団法人天田財団 奨励研究助成（若手研究者枠）＜塑性加工＞（2020～2022 年度） 

「高強度中空構造部材を実現するハイドロフォーミングにおける強制潤滑技術」 

8) 窪田紘明（研究代表者）  

日本塑性加工学会 若手研究者研究助成（2020 年度～2021 年度）「温度勾配を利用した引

抜き棒線材の残留応力制御」 

9) 窪田紘明（研究代表者）  

公益財団法人天田財団 国際交流助成 ＜塑性加工＞（2020 年度） 

「Control of Residual Stress in Drawn Wire Using Temperature Gradient During 

Drawing」 

10) 窪田紘明（研究代表者）  

東海大学総合研究機構 研究スタートアップ支援（2019 年度）「環境・安全を考慮した自動

車用高強度・高剛性構造部材の開発」 

11) 砂見雄太（研究代表者） 

公益財団法人 NSK メカトロニクス技術高度化財団 （2019～2020 月年度） 

「ナノシートのトライボロジー特性と脳波測定による触覚記憶と摩擦の関係解明」 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志（代表） 

熱拡散現象を応用した液中同位体分離装置の開発 

向科学技術振興財団 2019 年 

1) 木村啓志（研究代表者） 

再生医療の産業化に向けた評価基盤技術開発事業(AMED)（2017～2022 年度） 

「創薬における高次 in vitro 評価系としての Kidney-on-a-chip の開発」 

2) 木村啓志（研究分担者） 

再生医療の産業化に向けた評価基盤技術開発事業(AMED)（2017～2022 年度） 

「階層的共培養を基礎とする Liver/Gat on-a-chip の開発：インビトロ腸肝循環評価を目指

した高度な代謝と極性輸送の再現」 

3) 木村啓志（研究分担者） 

再生医療の産業化に向けた評価基盤技術開発事業(AMED)（2017～2023 年度） 

競争的資金つづき 
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「精子形成を支える幹細胞のホメオスタシスと機能低下」 

4) 秦野伸二（研究分担者） 

東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2019〜2021 年度） 

「マイクロデバイスを用いた神経変性疾患予防薬・治療薬の開発」 

5) 秦野伸二（研究分担者） 

文部科学省、私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（2015〜2019 年度） 

「臓器線維症の病態解明と新たな診断・予防・治療法開発のための拠点形成」 

（研究代表：東海大学医学部 稲垣豊） 

6) 亀谷美恵（研究代表者）AMED 橋渡し研究戦略的推進プログラム (2018-2019 年度)「IRAEs 調

整可能な抗がん作用を持つ免疫チェックポイント抗体の開発」 

7) 三橋弘明 （研究代表者） 

第一三共株式会社 TaNeDS (2019 年度) 

「DUX4 新規結合タンパク質を標的とした顔面肩甲上腕型筋ジストロフィーの治療法の検証」 

8) 三橋弘明 （研究分担者） 

国立研究開発法人日本医療研究開発機構 2017 年度難治性疾患実用化研究事業 オミックス解

析を通じて希少難治性疾患の医療に貢献する基盤研究（オミックス解析拠点）(2017〜2019 年

度) 

「遺伝性筋疾患の統合的ゲノム解析拠点形成」 

9) 三橋弘明 （研究分担者） 

独立行政法人国立精神・神経医療研究センター精神・神経疾患研究開発費西野班 (2017 年度

〜2019 年度) 

「ゼブラフィッシュモデルを用いた筋ジストロフィー関連疾患の病態解明研究」 

10) 大友麻子（研究代代表者） 

東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2019〜2021 年度） 

「マイクロデバイスを用いた神経変性疾患予防薬・治療薬の開発」 

11) 大友麻子（研究代表者） 

医学部医学科研究助成金（重点的研究）（2019 年度） 

「BioID 法による初期エンドソーム動態調節因子の同定とその機能解析」 

12) 福田篤 

AMED: 再生医療実現拠点ネットワークプログラム（幹細胞・再生医学イノベーション創出プ

ログラム）研究代表者（2019 年-2022 年） 

13) 福田篤 

神澤医学研究振興財団研究助成： 研究代表者（2019 年- 年度以降の繰り越しあり、期限

は特に設けられていない） 

15) 福田篤 

文部科学省卓越研究員事業：卓越研究員（2019 年～） 

 

＜分野融合ヘルス研究チーム＞ 

1) 宮沢正樹 （研究代表者） 

競争的資金つづき 
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総合研究機構「プロジェクト研究」【小型】（2019～2021 年度） 

「鉄の細胞内制御システムを標的とした新規抗がん剤の開発」 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王（分担）  

熱拡散現象を応用した液中同位体分離装置の開発 

向科学技術振興財団 2019 年 

2) 葛巻徹 

東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」(2019-2021)   

｢腱・靱帯損傷の再生医療技術の開発に向けた医理農工連繋研究｣  
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【報道発表等】 

1) 東海大学ウェブサイト 2019 年 4 月 17 日 

“創造科学技術研究機構が協力した展示会「印象派、記憶への旅」が開催されてい

ます” 

 

機構が協力した展示会「ポーラ美術館×ひろしま美術館共同企画 印象派、記憶へ

の旅」（主催=公益財団法人ポーラ美術振興財団 ポーラ美術館、公益財団法人ひろし

ま美術館）が、３月 23 日から神奈川県箱根町のポーラ美術館で開催されています。

この展示会は、ポーラ美術館とひろしま美術館が有するドラクロアやコロー、ピカ

ソ、マチスなどの名品 74 点を展示し、19 世紀の画家たちの旅と記憶、都市や水辺

の風景に向けられた視線、風景の印象やそのかたち、色彩などを探るものです。本

機構からは、田口かおり特任講師が企画に協力しています。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_103.html 

 

 

2) 東海大学ウェブサイト 2019 年 5 月 17 日 

“マトリックス医学生物学センターが「2019 年度公開研究報告会」を開催しまし

た” 

 

大学院医学研究科マトリックス医学生物学センターでは、５月 14 日に伊勢原キャン

パスで「『臓器線維症の病態解明と新たな診断・予防・治療法開発のための拠点形

成』2019 年度公開研究報告会」を開催しました。本センターは、がんや肝硬変など

多くの内臓疾患の発病や進行にかかわる細胞外マトリックス（細胞間物質）を対象

とした世界初の研究拠点として 2014 年に設立。文部科学省の「平成 27 年度私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業」の採択（５年間）を受け、細胞外マトリックスの

変容機序や臓器線維症の診断・治療に関する多角的、系統的な研究に取り組んでい

ます。本報告会は、１年間の成果を学内で共有するために実施したものです。５名

の研究者が最新の成果を発表し、医学科の教員や大学院生、生命科学統合支援セン

ターの技術職員ら多数が参加しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/isehara/news/detail/2019_10.html 

 

 

3) 東海大学ウェブサイト  2019 年 5 月 20 日 

“マイクロ・ナノ研究開発センターのキックオフミーティングを実施しました” 

 

マイクロ・ナノ研究開発センターでは５月 11 日に、湘南キャンパス 12 号館で、

「MNTC 2019 キックオフミーティング」を開催しました。本センターは、文部科学

省の平成 26 年度私立大学戦略的研究基盤形成事業の採択を受けた研究プロジェクト

「高分子超薄膜から創成する次世代医用技術」（代表者＝理学部物理学科・喜多理

王教授）の一環で設置された研究所です。今年３月に同事業の支援期間を終えまし

たが、４月から本学の付置研究所の一つとして新たな一歩を踏み出したことから、

より活発な研究活動を展開するきっかけにしようと実施したものです。 
https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1424.html 

⇒東海大学新聞 第 1078 号 2019 年 6 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 
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4) 東海大学ウェブサイト 2019 年 6 月 3 日 

“３Dプリンタで再現した古代アンデスの楽器の演奏実験を行いました”  

 

文化社会学部アジア学科の山花京子准教授を中心とする研究グループが、５月 27 日

に本学文明研究所が所有するアンデス・コレクションをもとに３Dプリンタで複製

した楽器の演奏実験を行いました。本グループでは昨年度より、本学イメージング

研究センターでアンデス・コレクションの土器の内部構造を調査するために X線 CT

スキャンを行っています。その過程で、いくつかの土器は楽器の役割を果たすこと

が明らかになりました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/letters/news/detail/d.html 

⇒東海大学新聞 第 1079 号 2019 年 7 月 1 日 2 頁に類似記事掲載 

 

 

5) 東海大学ウェブサイト 2019 年 6 月 21 日 

“2019 年度第２回研究推進セミナーを開催しました” 

    

５月 31 日に湘南キャンパスで、2019 年度第２回研究推進セミナー「研究成果の事

業化・起業セミナー」を開催しました。本セミナーは、教職員や学生の日々の業務

や研究活動に役立つ情報を提供する場として、研究推進部が 2015 年度から開催して

いるものです。今回は（株）ケイエスピーから講師を招き、同社の事業概要や実

績、大学発ベンチャーの起業方法などについて講演いただきました。セミナーの様

子は高輪、清水、伊勢原、熊本、札幌の各キャンパスにも配信し、合計で約 50 名が

参加しました。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2019_3.html 

   

   

6) 東海大学ウェブサイト 2019 年 7 月 6 日 

“田口講師が「光学調査からみたゴッホ ポーラ美術館収蔵作品を中心に」のテーマ

で講演しました 

 

創造科学技術研究機構の田口かおり講師が６月 15 日に神奈川県箱根町のポーラ美

術館で、スペシャルギャラリートーク「光学調査からみたゴッホ ポーラ美術館収

蔵作品を中心に」を実施しました。同美術館で開催されている展示会「印象派、記

憶への旅」の関連イベントとして実施されたもので、当日は定員を大きく上回る約

40 名が参加しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/about/campus/shonan/news/detail/post_1460.html 

 

 

7) 東海大学ウェブサイト 2019 年 7 月 19 日 

“化学科の冨田准教授の研究グループが「2019 年度物質・デバイス共同研究賞」を

受賞しました” 

 

理学部化学科の冨田恒之准教授が代表を務める研究グループがこのほど、物質・デバ

イス領域共同研究拠点の「2019 年度物質・デバイス共同研究賞」を受賞。７月１日に

報道発表等つづき 
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大阪・千里ライフサイエンスセンターで開かれた「第９回 物質・デバイス領域共同

研究拠点活動報告会及び平成 30 年度 ダイナミック・アライアンス成果報告会〜進

化し続ける共同研究拠点組織〜」で表彰式が行われ、冨田准教授が出席しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/science/news/detail/2019_1.html 

⇒東海大学新聞 第 1080 号 2019 年 8 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 

 

 

8) 東海大学新聞 第 1080 号 2019 年 8 月 1 日 10 頁 

“研究室おじゃまします！ 創造科学技術研究機構 田口かおり講師”  

“科学の光で絵画を分析 隠された実像を解き明かす” 

光学機器で絵画を分析すると何が見えてくるのか……。結論から言ってしまえば、「制

作過程の作者の創意や苦悩、選んだ絵の具の種類、筆遣いの工夫、市場に出てからの

変更・修復の跡など、肉眼では知り得ないありとあらゆる情報」だ。 

田口講師は、「光学機器の分析結果を組み合わせると、２次元の一枚の絵画が、制作

時の時代背景や作者・購入者ら絵にかかわった人の思いを記録した多次元の塊として

立体的に見えるようになります。取り出せる情報の量と種類はきわめて多く、専門家

的には有意義なのですが、全てを公開しても一般の人には理解してもらえないほどな

のが難点」と笑う。 

 

     

9) 東海大学ウェブサイト 2019 年 8 月 9 日 

“「産学連携フェア 2019」を開催しました” 

 

東海大学では、８月７日に高輪キャンパスで「産学連携フェア 2019」を開催しまし

た。企業との共同研究および技術移転に向けた情報を共有し、研究成果の社会還元（産

学連携）につなげるきっかけづくりや、学内外の研究開発に携わる方々の交流の場と

することを目的に産官学連携センターが毎年開催しているものです。 

開催にあたり、山田清志学長と濱本和彦情報通信学部長が「今後も東海大学の研究並

びに産学連携の推進に力を注いでいきます。また、フェア会場である高輪キャンパス・

情報通信学部の産学連携推進に取り組むべく、よりいっそう企業との連携を進めてい

きたい」とあいさつ。続いて行われた第１部では、稲津敏行副学長（理系担当）が「東

海大学の研究推進と産学連携活動」をテーマに講演しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2019_6.html 

 

 

10) 東海大学ウェブサイト 2019 年 8 月 28 日 

“マイクロ・ナノ啓発会(Tµne)の第 11 回学術講演会を開催しました” 

    

東海大学マイクロ・ナノ啓発会(Tµne)の第 11 回学術講演会を、８月 24 日に札幌キャ

ンパスで開催しました。総合大学である本学の強みを生かし、幅広い分野の研究者が

互いの研究を知り、分野をこえて意見を交わす機会として、マイクロ・ナノ研究開発

センターの所属教員が中心となって年２回程度開いているものです。今回は、医学部・

理学部・工学部・生物学部・国際文化学部の教員と学生約 100 名が参加しました。開

催にあたっては稲津敏行副学長（理系担当）があいさつし、マイクロ・ナノ研究開発

報道発表等つづき 
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センターの喜多理王所長（理学部物理学科）が Tµne のこれまでの活動と成果を紹介。

続いて、工学部と医学部、生物学部、国際文化学部の教員８名がそれぞれの研究につ

いて講演しました。各講演では、サケの内臓を用いた機能性物質の開発（木原稔教授・

生物学部海洋生物科学科）や-100℃を超える過酷な環境下に置いても生存できるヌマ

エラビルの発見と環境耐性に関する研究（鈴木大講師・同生物学科）、遺伝子改変ゼ

ブラフィッシュを用いて筋ジストロフィーや ALS（筋萎縮性側索硬化症）の発生メカ

ニズム解明を目指す研究（三橋弘明准教授・工学部生命化学科）、熱ストレスと造精

機能に関する研究（佐藤陽子教授・生物学部生物学科）、ヨガが自律神経の調整に与

える効果に関する研究(塚本未来講師・国際文化学部地域創造学科)などが紹介されま

した。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/tne11.html 

 

 

11) 東海大学ウェブサイト 2019 年 8 月 30 日 

“「第２回東京都市大学―東海大学ジョイントシンポジウム」が開催されました” 

 

第２回東京都市大学―東海大学ジョイントシンポジウム」を、８月 23 日に東京都市

大学世田谷キャンパスで開催しました。（中略） 

本学からの研究発表は次のとおりです。 

「災害・環境変動監視を目的としたグローカル・モニタリング・システムの構築によ

る安全・安心な社会への貢献」 

長幸平教授（情報技術センター所長 情報理工学部情報科学科） 

「保存修復をめぐる論理的・実践的研究－古代から現代に至る歴史的変遷の再構成を

軸として－」 

田口かおり講師（創造科学技術研究機構） 

「メソ領域における『流れ』の見える化による新たな技術の創出」 

落合成行教授（工学部機械工学科） 

「『人と街と太陽が調和する』創・送エネルギーシステムの開発」 

冨田恒之准教授（理学部化学科） 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_116.html 
 

 

12) 東海大学ウェブサイト 2019 年 9 月 4 日 

“イノベーション・ジャパン 2019 に出展しました” 

 

東海大学では、８月 29、30 日に東京ビッグサイトで開催された「イノベーション・

ジャパン 2019 ～大学見本市&ビジネスマッチング～」に本学の研究成果を２件出展

しました。この展示会は大学（シーズ）と産業界（ニーズ）とのマッチングを目的に、

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）と国立研究開発法人新エネルギー・産業

技術総合開発機構（NEDO）の主催で毎年開かれている国内最大の産学連携イベントで

す。本学からは、喜多理王教授（理学部物理学科／マイクロ・ナノ研究開発センター）

と秋山泰伸教授（工学部応用化学科）が、研究成果をまとめたポスターやサンプル等

を展示しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2019_7.html 

⇒東海大学新聞 第 1083 号 2020 年 10 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/tne11.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_116.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2019_7.html
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13) 東海大学新聞 第 1084 号 2019 年 11 月 1 日 4 頁 

“MNTC セミナーで留学生活の実像を紹介”  

 

マイクロ・ナノ研究開発センター(MNTC)主催の第 58 回講演会が 9 月 27 日に伊勢原

校舎で開催され、教員や学生ら約 40 人が参加。シンシナティ大学准教授で、海外で

活躍する日本人研究者の親睦団体「海外日本人研究者ネットワーク」代表の佐々木敦

朗氏が講演した。 

=>東海大学ウェブサイト 2019 年 10 月 3 日に類似記事掲載 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/mntc_1.html 

 

 

14) 東海大学新聞 第 1084 号 2019 年 11 月 1 日 5 頁 

“研究室おじゃまします！ 健康学部健康マネジメント学科 宮沢正樹講師” 

“鉄の調節機構に着目 新規抗がん剤の開発に挑む” 

“体の中でリサイクル 鉄の過剰摂取は禁物” 

 

「人間の体には能動的に鉄を外に排出する仕組みがなく、一度と取り込んだ鉄をリサ

イクルして使っています。サプリメントで鉄を摂取する人は多いと思いますが、実際

には１日に約１ミリグラム程度、汗などで排出される分を補うだけで十分です」 

体内に取り込まれた鉄は、「トランスフェリン」と呼ばれるタンパク質と結合して全

身に運ばれる。その後、多くの鉄は酸素を運ぶ役割を担う「赤血球」の生産に利用さ

れるのだ。 

⇒東海大学新聞 第 1083 号 2019 年 10 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 

 

 

15) 東海大学ウェブサイト 2019 年 11 月 20 日 

“ガネッシュ研究員が 2つの国際会議で学会賞を受賞しました” 

 

マイクロ・ナノ研究開発センターのガネシュ・クマール・マニ研究員（工学部精密工

学科・槌谷和義教授研究室）が、10 月 29 日に東京都調布市の電気通信大学で開催さ

れた「IRAGO Conference 2019」で、ベストポスター賞にあたる「IRAGO-STEM Young 

Scientist Award」を受賞しました。IRAGO Conference は、国内外の研究機関や企業

で活躍する研究者や学生が最新の研究動向に触れ、ネットワークをつくる機会として

電気通信大学と豊橋工科大学、本学が共同で毎年開催しているものです。ガネシュ研

究員は、11 月 14、15 日に静岡県浜松市で開催された「International Symposium on 

Biomedical Engineering」でも「Young Researchers Award」を受賞しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_395.html 

⇒東海大学新聞 第 1085 号 2019 年 12 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 

 

 

 

 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/mntc_1.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_395.html
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16) 東海大学ウェブサイト 2019 年 11 月 20 日 

“「IRAGO Conference 2019」を開催しました” 

 

東海大学では10月 29日に、東京都調布市の電気通信大学で「IRAGO Conference 2019」

を開催しました。この催しは、国内外の研究機関や企業で活躍する研究者・学生が最

新の研究動向に触れ、ネットワークをつくる機会として電気通信大学と豊橋技術科学

大学、本学が共同で毎年開催しているものです。今回は、本学から山田清志学長をは

じめ、マイクロ・ナノ研究開発センターの喜多理王所長（理学部物理学科）、槌谷和

義教授（工学部精密工学科）が運営委員として企画・運営に携わっています。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/irago_conference_2019.html 

 

 

17) 東海大学ウェブサイト 2019 年 11 月 23 日 

“「東海大学×デンマーク工科大学ジョイントシンポジウム」を開催しました” 

 

東海大学では 11 月７日に、「東海大学×デンマーク工科大学（DTU）ジョイントシン

ポジウム『エネルギーと環境 持続可能な環境へのスマートエネルギーシステムと技

術』」を開催しました。 

（中略） 

本学からは、冨田恒之准教授（理学部化学科）と畔津昭彦教授（工学部機械工学科）、

沖村邦雄教授（工学部電気電子工学科）が、次世代型太陽電池の開発、自動車などの

エンジン内部の様子を可視化するフォトクロミズム技術、二酸化バナジウム薄膜製造

技術の応用に関する研究成果をそれぞれ紹介。DTU からは、エリック・モートホスト

教授とヘンリク・バインドナー主任研究員が講演し、デンマークで展開されているス

マート・エナジー・システム導入の現状と展望や、需要に応じた再生可能エネルギー

の供給システムが紹介されました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_123.html 

 

   

18) 東海大学ウェブサイト 2019 年 11 月 23 日 

“機械工学科の落合教授と畔津教授らの研究グループが NEDO の国際協力事業に採択

されました” 

 

工学部機械工学科の落合成行教授と畔津昭彦教授らの研究グループが展開するプロ

ジェクト「ピストンリング周りの燃料とオイル挙動の明確化研究」がこのほど、国立

研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の 2019 年度「国際研究

開発／コファンド事業／日本―ドイツ研究開発協力事業（CORNET）」に採択されまし

た。この事業は、互いの技術が競合しない分野での日本とドイツ企業等による技術開

発やイノベーションにかかわる連携の促進を目指して、NEDO とドイツ産業研究協会

連合（AiF）が両国コンソーシアム間の共同研究開発プロジェクトを支援するもので

す。 本学の総合科学技術研究所では、昨年度から学際型の共同研究ユニットとして

「メソ領域における流れの可視化による新たな技術の創出」を展開。極小領域にあた

るナノレベルから数十センチを超えるマクロレベルまでのさまざまな領域（メソ領域）

で生じる物質の流れの解明を目指す研究を展開しており、本グループの研究もその一

つとして取り組んでいるものです。 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/irago_conference_2019.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_123.html
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https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/nedo.html 

⇒東海大学新聞 第 1085 号 2019 年 12 月 1 日 1 頁に類似記事掲載 

 

 

19) 東海大学ウェブサイト 2019 年 12 月 4 日 

“第９回テニュアトラック制度シンポジウム「芸術作品と科学」を開催しました” 

 

東海大学創造科学技術研究機構では 12 月１日に、東京・霞が関の東海大学校友会館

で第９回東海大学テニュアトラック制度シンポジウム「芸術作品と科学」を開催しま

した。本機構の田口かおり講師を中心に、歴史研究や美術史研究などさまざまな国や

立場から「科学と美術を切り結ぶ」ことで新たな研究の地平を切り開いている専門家

が集い、それぞれの研究成果と展望を共有することを目的とし、国内外の研究者や本

学教職員、市民ら約 100 名が参加しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_125.html 

    

 

20) 東海大学ウェブサイト 2019 年 12 月 13 日 

“東海大学総合医学研究所が第 15 回研修会を実施しました” 

 

東海大学総合医学研究所では 12 月７日、８日に「いこいの村あしがら」（神奈川県大

井町）で、第 15 回研修会を実施しました。(中略) 

なお、研究発表者、ショートプレゼンテーション・アワード受賞者は以下のとおりで

す。 

◇倉重宏樹（創造科学技術研究機構 特任講師）  

 「束論と脳 MRI データを用いた認知機能間の階層関係の解析」 

◇岡 晃（総合医学研究所 講師） 

 「HLA ゲノム領域の疾患感受性」 

◇長谷川政徳（総合医学研究所／医学部医学科外科学系泌尿器科学 講師） 

 「難治性尿路上皮癌に対するフェロトーシス誘導による新規治療戦略」 

◇中川 草（総合医学研究所／医学部医学科基礎医学系分子生命科学 講師） 

 「大規模 DNA 配列解析が明らかにするウイルスの性状」 

◇Ganesh Kumar Mani（マイクロ・ナノ研究開発センター/日本学術振興会特別研究員） 

 「Microneedle Sensor for Medical Diagnosis: Challenges & Opportunities」 

◇幸谷 愛（総合医学研究所／医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学 教授） 

 「マルチ Cargo としての細胞外小胞とその生物学的意義」 

◇福田 篤（創造科学技術研究機構 特任助教） 

 「ヒト ES/iPS 細胞を用いたゲノム編集の色々～疾患モデリングに向けて～」 

◇林 丈晴（医学部医学科基礎医学系生体構造機能学 教授） 

 「難治性疾患である心筋症の発症メカニズムの解明と治療法開発へ向けて」 

◇駒場大峰（総合医学研究所／医学部医学科内科学系腎・代謝内科学 准教授） 

 「骨組織 Klotho が関与する新たな FGF23 分泌調節機構の解明」 

◇関根佳織（総合医学研究所／医学部医学科基礎医学系生体構造機能学 講師） 

 「重症心不全に対する細胞シート移植による再生環境細胞治療の確立」 

◇今西 規（総合医学研究所／医学部医学科基礎医学系分子生命科学 教授） 

 「ゲノム多型解析に基づく現代日本人の地域差」 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/nedo.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_125.html
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https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/15.html 

 

 

21) 東海大学ウェブサイト 2019 年 12 月 25 日 

“総合科学技術研究所シンポジウム「流体工学に関するトピックス」を開催しまし

た” 

 

総合科学技術研究所では 12 月 20 日に湘南キャンパスで、「流体工学に関するトピッ

クス」を開催しました。本研究所では今年度から、流体工学分野をはじめさまざまな

現象の「可視化」に取り組んでいる研究者を結集して「メソ領域における『流れ』の

見える化」コンソーシアムを立ち上げています。今回のシンポジウムはその活動を含

めた本学の流体工学を専門とする研究者の研究内容を紹介し、さらなる連携につなげ

る機会として実施したものです。約 80 名の教員や学生らが参加し、活発な意見が交

わされました。(中略) 

高橋俊准教授（工学部動力機械工学科）が講演し、自身の研究室で学生らとともに取

り組んでいるさまざまな研究テーマのうち、自動車エンジン内部のオイル流動解析や

腎臓結石の排出予測に向けた結石流動解析などを紹介。流体工学という研究分野の裾

野の広さを示しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_127.html 

 

   

22) 東海大学新聞 第 1086 号 2020 年 1 月 1 日 4 頁 

“芸術と科学の関係性を探る～各国の専門家が研究成果を披露 田口かおり講師” 

 

創造科学研究機構の第 9回東海大学テニュアトラック制度シンポジウム「芸術作品

と科学」が 12 月 1 日、東京都霞ヶ関の東海大学校友会館で開催された。同機構の田

口かおり講師を中心に、各国から歴史研究や美術史研究などさまざまな立場の専門

家が集い、それぞれの研究成果と展望を共有することが目的。 

 

⇒東海大学ウェブサイト 2019 年 12 月 02 日に類似記事掲載 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_125.html 

 

 

23) 東海大学ウェブサイト 2020 年 2 月 12 日 

“岡村准教授、張研究員らの研究グループが光学顕微鏡で生体試料を高精細でより深

く観察する新技術を開発しました” 

 

工学部応用化学科の岡村陽介准教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）、張宏研究

員（同）らがこのほど、撥水性のナノシートを活用して一般的な光学顕微鏡で生体試

料を高精細でより深部まで観察できる新技術を開発しました。成果をまとめた論文が

１月 10 日付で、科学全般に関するオンラインジャーナル『PLOS ONE』に掲載されて

います。 
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_407.html 

⇒東海大学新聞 第 1088 号 2020 年 3 月 1 日 4 頁に類似記事掲載 

 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/15.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_127.html
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/post_125.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/post_407.html
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24) 東海大学ウェブサイト 2020 年 2 月 19 日 

“「テクニカルショウヨコハマ 2020」に出展しました” 

 

産官学連携センターでは、２月５日から７日までパシフィコ横浜で開催された「テク

ニカルショウヨコハマ 2020（第 41 回工業技術見本市）」に出展しました。 

(中略)続いて、落合成行教授（工学部機械工学科）と長谷川真也准教授（工学部動力

機械工学科）がそれぞれの研究概要を紹介しました。落合教授は、先進国では電気自

動車の需要が今後も伸びる一方、今後発展が見込まれる国では今後もエンジン車の需

要が高まることを指摘。「多くのシェアを持つ国の一つである日本がこの分野でさら

に環境負荷を低減する技術を開発することが重要」と語りました。 

そのうえで、畔津昭彦教授（工学部機械工学科）、高橋俊准教授（工学部動力機械工

学科）、山本憲司教授（工学部建築学科）らとの共同研究によりエンジン内部にある

シリンダー周りのオイルの流れの可視化に成功し、高効率化に道筋をつけた成果や、

金属の表面加工技術を応用してディーゼルエンジンから発せられる有害物質の量を

劇的に減らす革新的な排ガス浄化システムを紹介しました。 
https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020_2.html 

 

 

25) 東海大学ウェブサイト 2020 年 3 月 16 日 

“総合医学研究所が第 23 回公開研究報告会を開催しました” 

 

東海大学総合医学研究所が３月６日に伊勢原キャンパスで、「第 23 回公開研究報告

会」を開催しました。この報告会は、本研究所の所員が１年間の研究成果を発表・共

有するために毎年同時期に実施しているものです。今回は８名が発表し、教職員や大

学院生ら約 70 名が聴講しました。(中略) 

続いて８名の研究者が、所内の研究者や生命科学統合支援センターの技術職員、先進

生命科学研究所、ナイクロ・ナノ研究開発センターの研究者らと連携した最新の研究

成果を報告。各発表後には、研究の手法や今後の展開、臨床への応用などについて意

見を交わしました。最後に松阪泰二次長（基礎医学系生体構造機能学教授）が、「素

晴らしい発表に感銘を受けました。活発なディスカッションが各研究の充実につなが

ると期待しています。今後も所員同士や関係機関と連携協力し、東海大学の医科学研

究をさらに発展させましょう」と語りました。(中略) 

なお、当日の発表者とテーマは下記のとおりです。（発表順） 

◇関根佳織【再生医療学研究部門】（基礎医学系生体構造機能学講師／特別研究所員） 

 「重症心不全に対する細胞シート移植による再生環境細胞治療の確立」 

◇上田真保子【ゲノム解析研究部門】（基礎医学系分子生命科学奨励研究員） 

（プロジェクトリーダー：中川草 基礎医学系分子生命科学講師／特別研究所員） 

 「哺乳類ゲノムに存在するレトロウイルス様タンパク質をコードする配列の比較ゲ

ノム進化解析」 

（後略） 
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/23.html 

 

 

 

 

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/2020_2.html
https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/medicine/news/detail/23.html
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26) 東海大学ウェブサイト 2020 年 3 月 17 日 

“顕微鏡観察用のナノシート「Myell（マイエル）」の本格販売が始まりました” 

 

本学マイクロ・ナノ研究開発センターの喜多理王所長（理学部教授）らが中心となっ

て設立した大学発ベンチャーである株式会社チューンがこのほど、顕微鏡観察用ナノ

シート「Myell（マイエル）TM」の本格販売を開始しました。本センターと株式会社ニ

コンインステックが進めている共同研究の成果と本学の特許技術を生かした顕微鏡

観察で一般的に使われているカバーガラスの代替品として利用できる高分子超薄膜

で、バイオサイエンスやメディカル、生物学などさまざまな分野への貢献が期待でき

ます。実験用機器等の販売を手掛けているフナコシ(株)からの独占販売となります。 

https://www.u-tokai.ac.jp/research/news/detail/myell.html 

 

 

27) 東海大学ウェブサイト 2020 年 3 月 24 日 

“機械工学科の木村准教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）の研究チームが日本

医療研究開発機構（AMED）の「橋渡し研究戦略的推進プログラム」に採択されました” 

 

工学部機械工学科の木村啓志准教授（マイクロ・ナノ研究開発センター）の研究グ

ループの研究プロジェクト「生理的神経筋結合部を有する筋萎縮性側索硬化症（ALS）

モデルの構築」がこのほど、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の「橋

渡し研究戦略的推進プログラム」異分野融合型研究開発推進支援事業に採択されま

した。本事業は、優れた基礎研究の成果を臨床研究・実用化へ効果的に橋渡しでき

る体制を構築し、革新的な医薬品や医療機器等の創出を推進することが目的です。

今回採択されたのは、その一環として首都圏の私立大学をはじめとする臨床研究機

関が結成している首都圏 AR コンソーシアム「MARC」が展開しているもので、医学部

を有する大学に所属する研究者のうち、医学部以外に所属する研究者が中心となっ

て展開するプロジェクトを支援することで日本発の革新的な医薬品・医療機器の開

発を目指しています。 

     https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed.html 

 

  

報道発表等つづき 

https://www.u-tokai.ac.jp/academics/undergraduate/engineering/news/detail/amed.html
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【学術講演会】 

1) 東海大学マイクロ・ナノ啓発会 

【Tμne】第 11 回学術講演会 

2019 年 8 月 24 日(土) 

東海大学札幌キャンパス マルチメディアホール （共催） 

 

“東海大学マイクロ・ナノ啓発会（Tne）の学術交流にむけた取組み” 

 喜多 理王 

（マイクロ・ナノ研究開発センター所長 東海大学 理学部 物理学科 教授） 

 

“Don’t throw away fish stomach! - 健康的な生活に役立つものが捨てている内臓にあっ

た？ ” 木原 稔 （東海大学 生物学部 海洋生物科学科） 

 

“マイクロ流体デバイスを技術基盤とした異分野との共同研究 ～学内外連携事例の紹介～”   

木村 啓志 （東海大学 工学部 機械工学科） 

 

“カメの外部寄生虫ヌマエラビルが持つ耐凍性とその応用の可能性について” 

 鈴木 大 （東海大学 生物学部 生物学科） 

 

“遺伝子改変ゼブラフィッシュを用いた遺伝性疾患の研究” 

三橋 弘明 （東海大学 工学部 生命化学科） 

 

“熱ストレスと造精機能障害について考える” 

佐藤 陽子 （東海大学 生物学部 生物学科）  

 

“大規模塩基配列を活用した比較ゲノム解析： 

 感染症の原因となる微生物から哺乳類の進化まで” 

 中川 草 （東海大学 医学部基礎医学系） 

 

“異なる運動強度が生体内酸化ストレス及び自律神経系活動に与える影響” 

塚本 未来 （東海大学 国際文化学部 地域創造学科） 

 

“ナノ薄膜ラッピング技術 ～組織・細胞を美しくイメージングするために～” 

岡村 陽介 （東海大学 工学部 応用化学科） 

 

“2 光子顕微鏡による生体イメージングの基礎と応用” 

根本 知己 （北海道大学 電子科学研究所） 

 

ポスターセッション 57 件 

 

 

2) 東海大学マイクロ・ナノ啓発会 

【Tμne】第 12 回学術講演会 

2020 年 2 月 27 日(木) 

東海大学湘南キャンパス 19 号館 3 階 311 室&アカデミックラウンジ （共催） 

 

古江‐楠田 美保（株式会社ニコン フェロー） 
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“ライブセルイメージングを利用した細胞培養の定量化” 

 

秦野 伸二 （東海大学 医学部 医学科基礎医学系分子生命科学） 

“オートファジー・エンドリソソーム系に焦点を当てた神経変性疾患新規薬剤スクリーニング

系の開発” 

 

北 夕紀 （東海大学 生物学部 海洋生物科学科） 

“遺伝学的手法を用いたイルカ・クジラ類の研究” 

 

高橋 俊 （東海大学 工学部 動力機械工学科） 

“モデル実験と数値解析による腎臓結石の排石予測” 

 

安田 佳代 （東海大学 健康学部 健康マネジメント学科） 

“転写因子 MXL-3 による酸化ストレス応答と栄養シグナルの統合機構の解明” 

 

源馬龍太 （東海大学 工学部 材料科学科） 

“水素吸蔵合金による CO2 のメタン化と微細組織変化” 

 

ポスターセッション 60 件 

 

 

3) IRAGO Conference 2019 

October 29, 2019. 
Auditorium, The University of Electro-Communications, Tokyo  (Chofu) 

東京電気通信大学、豊橋技術科学大学、東海大学 （共催） 

 

Main themeof Irago Conference 2019: Insights into the sustainable development goals: 

“What About The Earth’s Resources? 

 
Other Areas: 

Observation, Measurement, Monitoring & Evaluation 

    Advanced observation and measurement technologies 

    Astronomical and solar system observation 

    Material characterization 

    Micro sensing systems 

    Measurement systems for extreme environments 

 

Medicine and Healthcare 

    Biomimetic materials and protocols 

    Neuroscience 

    Genetics 

    Molecular biology 

    Healthcare and diagnostics 

    Nanosurgery 

    Microorganisms 

    Drug delivery and discovery 

    Life threatening diseases 

    Regenerative medicine 

    Pandemics 

    Innovative Technology for health/welfare 

    Music therapy, brain and mind healing 
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Energy and Environment 

    Environment and pollution 

    Biofuel 

    Natural energy (solar, wind, wave) 

    Energy conservation 

    Methane hydrate 

    Oceanography 

    Agriculture and plant science 

 

Frontiers of Advanced Science and Technology 

    Electronic materials and devices 

    CMOS and silicon devices 

    Integrated circuits 

    MEMS and NEMS 

    Optoelectronics 

    Magnetic materials and related devices 

    Man-Machine Interface 

    Robotics 

    Piezoelectric actuators 

    Graphene synthesis and applications 

         Spintronics 
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【講演会・報告会】 

1) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 55 回講演会 

MNTC2019 キックオフセミナー 

2019 年 5 月 11 日 15:00～17:00 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

・センターの概要について 

・メンバーによる研究紹介（自己紹介） 

・交流会（意見交換会） 

 

2) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 56 回講演会 

2019 年 6 月 7 日 17:30～18:30 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

山口 滋 

 “THE 大学ランキングと大学の研究情報発信－論文引用件数の状況を中心に－” 

 

3) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 57 回講演会 

2019 年 8 月 6 日 13:30～14:30 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

隅山 健太 （国立研究開発法人理化学研究所・生命機能科学研究センター） 

“脊椎動物形態形成遺伝子発現調節機構の変化：Dlx 遺伝子群を例に” 

 

4) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 58 回講演会 

2019年9月27日 11:30～13:00 

東海大学医学部5号館（病院）5階会議室 

 

佐々木 敦朗 （シンシナティ大学・慶応義塾大学・UJA代表） 

“留学のすゝめ！＋A2O3の奇天烈成功法則” 

 

5) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 59 回講演会 

2019年10月10日 14:00～15:00 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

Per B. Zetterlund(Professor,Co-Director) 

“Synthesis of polymer/polymer nanoparticles of advanced hybrid 

morphologies using emulsionbased approaches” 

 

6) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 60 回講演会 

2019年10月8日 17:15～18:15 
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湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

千葉 高久 （三明電子産業株式会社 開発部長） 

“サーボ制御技術、モーション制御技術、超精密ナノインプリント技術、画像認識

技術を基軸とした三明電子産業の生産／検査システムおよび海洋分野支援システ

ム” 

 

7) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 61 回講演会 

2019年12月24日 16:00～17:00 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

中山 正光 （大学院 医学研究科 先端医科学専攻） 

“医工連携による新規抗血栓性材料評価システムの提案” 

 

8) マイクロ・ナノ研究開発センター 第 62 回講演会 

センターメンバーの発表による研究交流会 

2020年1月8日 15:20～17:00 

湘南校舎 12 号館 1 階マイクロ・ナノ研究開発センター 

 

冨田 恒之 （東海大学 理学部 化学科） 

“液相プロセスによる光機能材料の合成～アップコンバージョン蛍光体とペロブス

カイト太陽電池～”  

 

福田 篤 （東海大学 創造科学技術研究機構医学部門） 

“ヒトES/iPS細胞分化研究の問題点～Dishでヒトの多様性を評価できるか？” ～ 

 

樺山 一哉 （大阪大学大学院 理学研究科 化学専攻） 

“新規がん治療薬創成を志向したケミカルバイオロジーからのアプローチ～” 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 1 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 1 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 1 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 2 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 2 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 2 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 3 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 3 
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補遺 連載研究者インタビュー Vol. 5
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発行 2020 年 3 月 31 日 

（訂正版 2020 年 4 月 3 日） 

 

🄫東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

神奈川県平塚市北金目 4丁目 1-1 

 

無断で複製することはできません 

 

 
 


